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『
大
日
経
義
釈
』
に
お
け
る
行
者
の
速
疾
成
仏

⋧
⋧
『
観
心
論
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
⋧
⋧

廣
田

誠
嗣

一

問
題
の
所
在

『
大
日
経
義
釈
』
（
『
大
日
経
疏
』
）
は
、
開
元
四
（
七
一
六
）
年
に
来
唐
し
た
イ
ン
ド
僧
の
善
無
畏
（
六
三
七
～
七
三
五
）

が
講
説
し
た
内
容
に
基
い
て
、
中
国
僧
の
一
行
（
六
八
三
～
七
二
七
）
が
筆
録
し
た
『
大
日
経
』
へ
の
註
釈
で
あ
る
。
善
無
畏

の
講
説
が
行
わ
れ
た
時
期
は
、
一
般
的
に
七
二
四
年
～
七
二
七
年
と
考
え
ら
れ
て
い

る

。

（
１
）

『
大
日
経
義
釈
』
で
は
、
『
大
日
経
』
住
心
品
の
い
わ
ゆ
る
「
三
劫
段
」
を
註
釈
す
る
箇
所
に
お
い
て
、
劫
（kalpa

）
に
時

分
と
妄
執
の
二
義
が
あ
る
と
記
述
し
、
そ
れ
が
日
本
密
教
に
お
け
る
成
仏
論
の
典
拠
と
な
っ

た

。
具
体
的
に
言
う
と
、
日
本

（
２
）

密
教
で
は
劫
（kalpa

）
の
二
義
の
う
ち
、
後
者
の
妄
執
と
い
う
解
釈
を
根
拠
と
し
て
、
三
密
行
に
基
づ
く
行
者
の
速
疾
成
仏

を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
尚
、
本
稿
で
言
う
「
行
者
の
速
疾
成
仏
」
と
は
、
「
行
者
が
一
生
な
ど
の
短
い
時
間
で
成
仏
す
る
こ
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と
」
を
意
味
す
る
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
か
ら
、
劫
（kalpa

）
に
対
す
る
二
つ
の
語
義
解
釈
を
想
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る

。
し
か
し
、
サ

（
３
）

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
が
散
逸
し
て
い
る
の
で
定
か
で
は
な
い
に
せ
よ
、
現
存
す
る
『
大
日
経
』
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
や
、
イ
ン
ド
僧

の
覚
密
（
ブ
ッ
ダ
グ
ヒ
ヤ
）
が
撰
述
し
た
『
大
日
経
広
釈
』
・
『
大
日
経
略
釈
』
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
、
時
分
の
意
味
し
か
見

出
だ
せ
ず
、
妄
執
と
い
う
解
釈
は
確
認
で
き
な

い

。
従
っ
て
、
当
時
の
イ
ン
ド
密
教
が
『
大
日
経
義
釈
』
の
よ
う
に
、
劫

（
４
）

（kalpa

）
の
妄
執
義
に
依
拠
し
て
、
行
者
の
速
疾
成
仏
を
主
張
し
て
い
た
か
否
か
は
不
明
な
の
で
あ
る
。
必
然
的
に
、
な
ぜ

『
大
日
経
義
釈
』
に
お
い
て
、
劫
（kalpa

）
に
時
分
と
妄
執
の
二
義
が
あ
る
と
明
示
さ
れ
、
行
者
の
速
疾
成
仏
を
主
張
す
る

に
到
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

イ
ン
ド
由
来
の
密
教
典
籍
に
未
見
の
学
説
が
突
如
と
し
て
『
大
日
経
義
釈
』
に
出
現
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
『
大
日
経
義

釈
』
の
劫
（kalpa

）
に
関
す
る
記
述
に
は
、
イ
ン
ド
僧
の
善
無
畏
の
み
な
ら
ず
、
筆
録
者
で
あ
る
一
行
の
学
識
が
関
与
し
て

い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
一
行
が
北
宗
禅
の
普
寂
（
六
五
一
～
七
三
九
）
に
学
ん
だ
と
い
う
事
実
に
着
目
し

て
、
行
者
の
速
疾
成
仏
に
つ
い
て
、
『
大
日
経
義
釈
』
と
、
北
宗
禅
の
綱
要
書
で
あ
る
『
観
心
論
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察

し
た
い
。
尚
、
本
稿
で
使
用
す
る
「
北
宗
禅
」
は
、
「
両
京
（
洛
陽
・
長
安
）
を
中
心
に
活
動
し
た
神
秀
⋧
普
寂
系
統
の
禅
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
先
ず
『
大
日
経
義
釈
』
の
記
述
を
確
認
し
、
次
に
『
観
心
論
』
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

二

『
大
日
経
義
釈
』
に
お
け
る
行
者
の
速
疾
成
仏
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『
大
日
経
』
巻
一
に
は
、
「
秘
密
主
、
一
二
三
四
五
再
数
、
凡
百
六
十
心
。
越
二

世
間
三
妄
執
一

、
出
世
間
心

生

。
（
秘
密
主

（
５
）

よ
、
一
二
三
四
五
再
数
せ
ば
、
凡
そ
百
六
十
心
な
り
。
世
間
の
三
妄
執
を
超
え
て
、
出
世
間
心
が
生
ず
）
」
と
あ
り
、
大
日
如

来
は
金
剛
手
秘
密
主
に
、
「
秘
密
主
よ
、
［
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
・
疑
の
根
本
煩

悩

を
］
五
度
再
数
（
５
×
２
×
２
×
２
×
２
×

（
６
）

２
）
す
れ
ば
、
百
六
十
心
で
あ
る
。
世
間
の
三
妄
執
を
越
え
て
、
出
世
間
の
心
が
生
じ
る
」
と
述
べ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
重
要

な
の
は
、
漢
訳
の
『
大
日
経
』
に
は
、
「
三
妄
執
」
の
語
が
使
用
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
『
大
日

経
』
で
は
、
「
三

劫

」
（bskal

pa
gsum

）
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
よ
れ
ば
、
「
三
劫
」
は
出
世
間
の
心

（
７
）

を
生
じ
る
ま
で
に
必
要
な
時
間
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
方
が
『
大
日
経
』
の
原
意
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
な

ぜ
漢
訳
の
『
大
日
経
』
が
「
三
妄
執
」
と
翻
訳
さ
れ
た
の
か
と
言
う
と
、
次
に
引
く
『
大
日
経
義
釈
』
巻
二
の
秘
密
釈
に
立
脚

す
る
か
ら
で
あ
る
。

【
本
文
】

越
世
間
三
妄
執
出
世
間
心
生
者
、
若
以
二

浄
菩
提
心
一

為
二

出
世
間
心
一

、
即
是
超
二

越
三
劫
一

瑜
祇
行
。
梵
云
二

劫
跛
一

、
有
二

ａ

二
義
一

。
一
者
時
分
、
二
者
妄
執
。
若
依
二

常
途
解
釈
一

、
度
二

三
阿
僧
祇
劫
一

得
レ

成
二

正
覚
一

。
若
秘
密
釈
、
超
一
劫
瑜
祇
行
、

ｂ

ｃ

即
已
度
二

百
六
十
心
等
、
一
重
麁
妄
執
一

、
名
二

一
阿
僧
祇
劫
一

。
超
二
劫
瑜
祇
行
、
又
度
二

一
百
六
十
心
等
、
一
重
細
妄
執
一

、

ｃ

名
二

二
阿
僧
祇
劫
一

。
真
言
門
行
者
復
越
一
劫
、
更
度
二

百
六
十
心
等
、
一
重
極
細
妄
執
一

、
得
レ

至
二

仏
慧
初
心
一

。
故
云
二

三

ｃ

阿
僧
祇
劫
成
仏
一

也
。
若
一
生
度
二

此
三
妄
執
一

、
即
一
生
成
仏
。
何
論
二

時
分
一

耶

。

ｃ

（
８
）
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【
訓
読
】

越
世
間
三
妄
執
出
世
間
心
生
と
は
、
若
し
浄
菩
提
心
を
以
て
出
世
間
心
と
為
さ
ば
、
即
ち
是
れ
三
劫
を
超
越
す
る
瑜
祇
の

行
な
り
。
梵
に
劫
跛
と
云
う
は
、
二
義

有
り
。
一
に
は
時
分
、
二
に
は
妄
執
な
り
。
若
し
常
途
の
解
釈
に
依
ら
ば
、
三

ａ

ｂ

阿
僧
祇
劫
を
度
し
て
正
覚
を
成
ず
る
を
得
。
若
し
秘
密
釈
に
は
、
超
一
劫
瑜
祇
行
と
は
、
即
ち
已
に
百
六
十
心
等
、
一
重

ｃ

の
麁
妄
執
を
度
す
を
、
一
阿
僧
祇
劫
と
名
づ
く
。
超
二
劫
瑜
祇
行
と
は
、
又
、
一
百
六
十
心
等
、
一
重
の
細
妄
執
を
度
す

ｃ

を
、
二
阿
僧
祇
劫
と
名
づ
く
。
真
言
門
行
者
復
越
一
劫
と
は
、
更
に
百
六
十
心
等
、
一
重
の
極
細
妄
執
を
度
し
て
、
仏
慧

ｃ

の
初
心
に
至
る
こ
と
を
得
。
故
に
三
阿
僧
祇
劫
の
成
仏
と
云
う
な
り
。
若
し
一
生
に
此
の
三
妄
執
を
度
せ
ば
、
即
ち
一
生

ｃ

成
仏
な
り
。
何
ぞ
時
分
を
論
ぜ
ん
や
。

【
現
代
語
訳
】

［
『
大
日
経
』
の
］
越
世
間
三
妄
執
出
世
間
心
生
と
［
い
う
経
文
］
は
、
も
し
も
［
行
者
の
］
浄
菩
提
心
を
［
『
大
日

経
』
の
］
出
世
間
心
と
す
［
る
立
場
で
あ
］
れ
ば
、
三
劫
［
す
な
わ
ち
三
妄
執
］
を
超
越
す
る
［
こ
と
を
目
的
と
し
た
］

行
者
の
三
密

行

［
と
い
う
意
味
］
で
あ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
劫
跛
（kalpa

）
と
言
う
［
用
語
］
は
、
二
つ
の
意

（
９
）

ａ

味
が
あ
る
。
第
一
に
は
時
分
［
す
な
わ
ち
時
間
で
あ
り
］
、
第
二
に
は
妄
執
［
す
な
わ
ち
煩
悩
］
で
あ
る
。
も
し
も
一
般

ｂ

的
な
解
釈
に
従
え
ば
、
［
行
者
が
］
三
阿
僧
祇
劫
［
の
時
間
］
を
経
過
し
て
正
覚
を
成
就
で
き
る
［
と
い
う
意
味
で
あ

る
］
。
も
し
も
秘
密
の
解
釈
に
［
従
う
立
場
に
お
い
て
］
は
、
［
『
大
日
経
』
の
］
超
一
劫
瑜
祇

行

と
［
い
う
経
文
］
は
、

ｃ

（
１
０
）

［
行
者
が
三
密
行
に
基
い
て
］
ほ
ど
な
く
百
六
十
心
な
ど
一
重
の
麁
妄
執
を
度
脱
す
る
こ
と
を
［
意
味
す
る
の
で
あ

り
、
］
一
阿
僧
祇
劫
［
を
超
越
す
る
行
者
の
三
密
行
］
と
名
づ
け
る
。
［
『
大
日
経
』
の
］
超
二
劫
瑜
祇

行

と
［
い
う
経

（
１
１
）
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文
］
は
、
［
行
者
が
三
密
行
に
基
い
て
］
さ
ら
に
、
百
六
十
心
な
ど
一
重
の
細
妄
執
を
度
脱
す
る
こ
と
を
［
意
味
す
る
の

ｃ

で
あ
り
、
］
二
阿
僧
祇
劫
［
を
超
越
す
る
行
者
の
三
密
行
］
と
名
づ
け
る
。
［
『
大
日
経
』
の
］
真
言
門
行
者
復
越
一

劫
（
１
２
）

と
［
い
う
経
文
］
は
、
［
行
者
が
三
密
行
に
基
い
て
］
さ
ら
に
、
百
六
十
心
な
ど
一
重
の
極
細
妄
執
を
度
脱
し
て
、
仏
慧

ｃ

の
初
心
［
す
な
わ
ち
浄
菩
提
心

門

］
に
至
る
こ
と
を
得
る
［
と
い
う
意
味
で
あ
る
］
。
従
っ
て
、［
秘
密
の
解
釈
で
は
、

（
１
３
）

行
者
が
三
密
行
に
基
い
て
、
麁
・
細
・
極
細
の
三
妄
執
を
度
脱
す
る
こ
と
を
］
三
阿
僧
祇
劫
の
成
仏
と
言
う
の
で
あ
る
。

も
し
も
［
行
者
が
三
密
行
に
基
い
て
］
一
生
に
こ
の
三
妄
執
を
度
脱
す
る
な
ら
ば
、
一
生
に
成
仏
す
る
の
で
あ
る
。
ど
う

ｃし
て
［
一
般
的
な
解
釈
の
よ
う
に
、
三
阿
僧
祇
劫
と
い
う
］
時
分
を
論
じ
る
の
か
。

こ
こ
で
の
要
点
を
整
理
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ａ
．
梵
語
の
劫
（kalpa

）
に
は
、
時
分
（
時
間
）
と
妄
執
（
煩
悩
）
の
二
義
が
あ
る
。

ｂ
．
一
般
的
な
解
釈
で
は
、
時
分
（
時
間
）
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
行
者
は
三
阿
僧
祇
劫
と
い
う
時
間
を
経
過
し
て
、

正
覚
を
成
就
す
る
。

ｃ
．
秘
密
の
解
釈
で
は
、
妄
執
（
煩
悩
）
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
第
一
劫
は
麁
妄
執
、
第
二
劫
は
細
妄
執
、
第
三
劫

は
極
細
妄
執
の
こ
と
で
あ
る
。
行
者
が
三
密
行
に
基
い
て
、
一
生
に
麁
・
細
・
極
細
の
三
妄
執
を
適
切
に
対
治
す
る
な

ら
ば
、
一
生
に
成
仏
で
き
る
。



- 6 -

右
記
の
三
点
か
ら
、
『
大
日
経
義
釈
』
で
は
顕
教
（
余
乗
）
に
対
す
る
密
教
（
真
言
門
）
の
優
位
を
行
者
の
速
疾
成
仏
に
求

め
て
い

る

こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
『
大
日
経
義
釈
』
の
記
述
が
嚆
矢
と
な
っ
て
、
『
菩
提
心
論
』
と
い
っ
た

（
１
４
）

偽
論
が
登
場
し
、
日
本
密
教
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な

る

。

（
１
５
）

さ
て
、
前
述
の
通
り
、
『
大
日
経
』
の
「
三
妄
執
」
と
い
う
経
文
は
、
『
大
日
経
義
釈
』
の
秘
密
釈
を
踏
ま
え
た
上
で
成
立

し
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
善
無
畏
が
そ
の
経
文
を
容
認
し
た
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、
『
大
日
経
義
釈
』
の
劫
（kalpa

）
に
関
す

る
記
述
が
善
無
畏
の
講
説
に
基
づ
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
イ
ン
ド
密
教
が
『
大
日
経
義
釈
』
の
よ
う
に
、

劫
（kalpa

）
の
二
義
の
う
ち
、
妄
執
（
煩
悩
）
と
い
う
解
釈
を
根
拠
と
し
て
、
三
密
行
に
基
づ
く
行
者
の
速
疾
成
仏
を
主
張

し
て
い
た
か
否
か
は
定
か
で
は
な
い
。
一
方
、
次
節
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
一
行
が
学
ん
だ
北
宗
禅
の
『
観
心
論
』
に
は
、
三

阿
僧
祇
劫
に
時
間
と
煩
悩
の
二
義
を
認
め
る
学
説
や
、
自
宗
（
北
宗
禅
）
と
そ
の
他
を
対
比
す
る
形
で
記
述
し
、
自
宗
の
優
位

を
行
者
の
速
疾
成
仏
に
求
め
る
姿
勢
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

三

『
観
心
論
』
に
お
け
る
行
者
の
速
疾
成
仏

（
一
）
一
行
は
『
観
心
論
』
を
見
て
い
た
の
か

本
稿
は
、
一
行
が
北
宗
禅
の
『
観
心
論
』
を
見
て
い
た
こ
と
を
大
前
提
と
す
る
。
し
か
し
、
『
大
日
経
義
釈
』
に
は
、
『
観
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心
論
』
の
引
用
を
確
認
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
本
当
に
一
行
が
『
観
心
論
』
を
見
て
い
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
Ａ
一
行
の
伝
記
と
、
Ｂ
『
観
心
論
』
の
文
献
的
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
、
一
行
が
『
観
心
論
』
を
見
て
い
た
と

仮
定
し
得
る
論
拠
を
提
示
し
た
い
。

先
ず
、
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
一
、
最
澄
の
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
に
所
引
の
『
釈
氏
要
録
』
、
智
昇
の
『
開
元
釈
教

録
』
巻
九
、
空
海
の
『
略
付
法
伝
』
に
所
引
の
「
玄
宗
御
製
碑
銘
」
に
基
い
て
、
Ａ
一
行
の
伝
記
を
確
認
し
た
い
。

【
誕
生
】

『
旧
唐
書
』
巻
一
九
一
に
は
、
「
至
二

十
五
年
一

卒
。
年
四
十
五
、
賜
レ

諡
曰
二

大
慧
禅

師
一

。
（
十
五
年
に
至
り
て

（
１
６
）

卒
す
。
年
四
十
五
、
諡
を
賜
り
て
大
慧
禅
師
と
曰
う
）
」
と
あ
り
、
開
元
十
五
（
七
二
七
）
年
、
四
五
歳
で
没
し
た
と
い
う
か

ら
、
一
行
が
誕
生
し
た
の
は
、
弘
道
元
（
六
八
三
）
年
で
あ
る
。

【
出
家
】

『
釈
氏
要
録
』
に
は
、
「
年
二
十
有
一
、
父
母
倶
歿
。
豁
然
厭
レ

世
、
懐
二

方
外
之
心
一

、
因
遇
二

荊
州
景
禅
師
一

、

欣
二

楽
出

家
一

。
（
年
二
十
有
一
に
し
て
、
父
母
倶
に
歿
す
。
豁
然
と
し
て
世
を
厭
い
、
方
外
の
心
を
懐
き
、
因
て
荊
州
の
景

（
１
７
）

禅
師
に
遇
い
、
出
家
を
欣
楽
す
）
」
と
あ
り
、
二
一
歳
の
時
に
、
両
親
の
死
を
契
機
と
し
て
世
俗
を
厭
い
、
荊
州
の
弘
景
に
遇

っ
て
出
家
し
た
と
い
う
。
従
っ
て
、
一
行
が
出
家
し
た
の
は
、
長
安
三
（
七
〇
三
）
年
で
あ
る
。

【
嵩
山
・
荊
州
で
の
修
学
⋩
北
宗
禅
・
天
台
】

『
旧
唐
書
』
巻
一
九
一
に
は
、
「
尋
出
家
為
レ

僧
、
隠
二

於
嵩
山
一

、
師
二

事
沙

門
普
寂
一

。
睿
宗
即
位
、
勅
二

東
都
留
守
・
韋
安
石
一

、
以
レ

礼
徴
二

一
行
一

、
固
辞
以
レ

疾
、
不
レ

応
レ

命
。
後
歩
往
二

荊
州
当
陽
山
一

、

依
二

沙
門

悟

真
一

、
以
習
二

梵
律
一

。
開
元
五
年
、
玄
宗
令
下

其
族
叔
・
礼
部
郎
中
洽
、
勅
書
就
二

荊
州
一

強
起
上
レ

之
。
一
行
至
レ

京

（
恵
カ
）

⋩

⋩

（
尋
い
で
出
家
し
て
僧
と
為
り
、
嵩
山
に
隠
れ
、
沙
門
普
寂
に
師
事
す
。
睿
宗
の
即
位
に
、
東
都
留
守
・
韋
安
石
に
勅

（
１
８
）

し
て
、
礼
を
以
て
一
行
を
徴
す
も
、
固
辞
す
る
に
疾
を
以
て
し
、
命
に
応
ぜ
ず
。
後
に
歩
い
て
荊
州
の
当
陽
山
に
往
き
、
沙
門

め
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悟

真
に
依
り
て
、
以
て
梵
律
を
習
う
。
開
元
五
年
、
玄
宗
は
其
の
族
叔
・
礼
部
郎
中
の
洽
を
し
て
、
勅
書
も
て
荊
州
に
就
か

（
恵
カ
）

つ

し
め
強
い
て
之
を
起
こ
さ
し
む
。
一
行
は
京
に
至
り
て
⋩
⋩
）
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
行
は
弘
景
の
下
で
出
家
し
て
か
ら

嵩
山
に
入
り
、
北
宗
禅
の
普
寂
に
師
事
し
た
。
そ
の
後
、
景
雲
元
（
七
一
〇
）
年
、
睿
宗
即
位
の
時
に
勅
命
を
受
け
た
が
、
一

行
は
病
を
理
由
に
固
辞
し
た
。
そ
し
て
、
嵩
山
か
ら
荊
州
へ
と
移
住
し
、
天
台
の
恵
真
か
ら
戒
律
を
習
っ
た
。
開
元
五
（
七
一

七
）
年
、
玄
宗
か
ら
の
勅
命
を
受
け
て
、
荊
州
か
ら
洛
陽
に
移
っ
た
と
い
う
。
な
ぜ
一
行
が
普
寂
に
師
事
し
た
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
普
寂
の
碑
銘
「
大
照
禅
師
塔
銘
」
に
は
、
「
重
依
二

東
都
瑞
和
上
一

受
具
、
転
奉
二

南
泉
景
和
上
一

習
レ

律

。
（
重
ね
て
東

（
１
９
）

都
の
瑞
和
上
に
依
り
て
受
具
し
、
転
じ
て
南
泉
の
景
和
上
に
奉
じ
て
律
を
習
う
）
」
と
あ
り
、
普
寂
は
洛
陽
の
瑞
和
上
に
依
っ

て
具
足
戒
を
受
け
た
後
、
荊
州
南
泉
の
弘
景
に
戒
律
を
習
っ
た
と
い
う
か
ら
、
弘
景
が
一
行
に
普
寂
を
紹
介
し
た
と
い
う
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

【
両
京
（
洛
陽
・
長
安
）
で
の
活
動
⋩
密
教
】

開
元
五
（
七
一
七
）
年
以
降
の
行
動
を
ま
と
め
る
と
、
『
開
元
釈
教
録
』
巻

九
に
よ
れ
ば
、
先
ず
開
元
八
（
七
二
〇
）
年
に
金
剛
智
と
出
会
い
、
次
に
善
無
畏
と
長
安
の
華
厳
寺
に
お
い
て
、
『
大
日
経
』

の
梵
経
を
入
手
し
た
。
そ
し
て
、
開
元
十
二
（
七
二
四
）
年
に
洛
陽
の
大
福
先
寺
に
お
い
て
『
大
日
経
』
の
翻
訳
が
開
始
さ
れ

た

と
い
う
。

（
２
０
）

【
遷
化
】

前
述
の
通
り
、
開
元
十
五
（
七
二
七
）
年
、
四
五
歳
の
時
に
没
し
た
。

以
上
、
一
行
の
伝
記
を
確
認
し
た
。

で
は
、
一
行
が
北
宗
禅
の
普
寂
に
師
事
し
た
期
間
は
、
何
年
間
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
一
行
が
ど
れ
程

の
期
間
、
弘
景
に
学
ん
だ
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
、
弘
景
と
の
関
係
に
言
及
す
る
の
が
『
釈
氏
要
録
』
の
み
で
あ
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る
こ
と
と
、
「
玄
宗
御
製
碑
銘
」
に
、
「
依
二

嵩
嶽
僧
寂
一

、
深
究
二

禅
門
一

、
就
二

常

陽
僧
真
一

、
纂
二

成
律

蔵
一

。
（
嵩
嶽
の
僧

（
当
カ
）

（
２
１
）

寂
に
依
り
て
、
深
く
禅
門
を
究
め
、

常

陽
の
僧
真
に
就
い
て
、
律
蔵
を
纂
成
す
）
」
と
あ
り
、
普
寂
に
師
事
し
た
こ
と
が
重

（
当
カ
）

視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
弘
景
の
下
で
修
行
し
た
期
間
は
短
か
っ
た
と
推
測
す
る
。
つ
ま
り
、
一
行
が
普
寂
に
師
事
し
た
期

間
は
七
年
前
後
（
七
〇
三
年
？
～
七
一
〇
年
）
で
あ
り
、
一
行
は
北
宗
禅
の
思
想
に
精
通
し
て
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
一
行
が
普
寂
に
師
事
し
た
期
間
は
、
正
に
『
観
心
論
』
が
撰
述
さ
れ
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
Ｂ
『
観
心
論
』
の
文
献
的
性

格

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（
２
２
）

『
観
心
論
』
は
北
宗
禅
の
綱
要
書
で
あ
り
、
公
開
を
前
提
と
し
た
著
作
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
北
宗
禅
の
「
大
乗
五
方

便
」
と
言
わ
れ
る
諸

本

と
は
対
照
的
に
、
各
異
本
に
お
け
る
問
答
の
順
序
や
内
容
が
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ

（
２
３
）

ち
、
『
観
心
論
』
は
北
宗
禅
の
思
想
を
宣
伝
す
る
た
め
に
撰
述
さ
れ
た
著
作
で
あ
り
、
七
二
〇
年
代
に
は
、
両
京
（
洛
陽
・
長

安
）
を
中
心
に
流
布
し
て
い

た

と
思
わ
れ
る
。

（
２
４
）

『
観
心
論
』
の
著
者
は
、
神
秀
（
？
～
七
〇
六
）
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ

る

。
神
秀
門
下
の
著
作
と
仮
定
し
て
も
、
善

（
２
５
）

無
畏
が
来
唐
し
た
開
元
四
（
七
一
六
）
年
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
『
観
心
論
』
の
文
献
的
性
格
か

ら
す
れ
ば
、
北
宗
禅
の
社
会
的
な
地
位
が
確
立
し
た
段
階
で
は
な
く
、
両
京
（
洛
陽
・
長
安
）
に
進
出
し
て
布
教
を
開
始
し
た

時
期
の
著
作
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
張
説
撰
「
唐
玉
泉
寺
大
通
禅
師
碑
銘
并
序
」
に
よ
れ
ば
、
神
秀
は
久
視
（
七
〇

〇
）
年
中
に
、
「
両
京
法
主
、
三
帝
国

師

（
両
京
の
法
主
、
三
帝
の
国
師
）
」
に
な
っ
た
と
あ
り
、
武
后
・
中
宗
・
睿
宗
の

（
２
６
）

国
師
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
。
従
っ
て
、
北
宗
禅
が
両
京
（
洛
陽
・
長
安
）
に
進
出
し
た
の
は
、
七
〇
〇
年
頃
で
あ
る
。
ま
た
、

『
旧
唐
書
』
一
九
一
に
は
、
「
及
二

神
秀
卒
一

、
天
下
好
二

釈
氏
一

者
、
咸
師
二

事
之
一

。
中
宗
聞
二

其
高
年
一

特
下
レ

制
、
令
下

普
寂
代
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二

神
秀
一

統
中

其
法
衆
上

。
開
元
十
三
年
、
敕
二

普
寂
一

於
二

都
城
一

居
止
。
時
王
公
・
士
庶
、
競
来
礼

謁

。
（
神
秀
が
卒
す
に
及
び

（
２
７
）

て
、
天
下
に
釈
氏
を
好
む
者
、
咸
く
之
に
師
事
す
。
中
宗
は
其
の
高
年
を
聞
き
て
特
に

制

を
下
し
、
普
寂
を
し
て
神
秀
に

み
こ
と
の
り

代
り
て
其
の
法
衆
を
統
べ
し
む
。
開
元
十
三
年
、
普
寂
に
勅
し
て
都
城
に
於
い
て
居
止
せ
し
む
。
時
に
王
公
・
士
庶
、
競
い
来

す

た
り
て
礼
謁
す
）
」
と
あ
り
、
普
寂
が
や
が
て
神
秀
門
下
の
中
心
人
物
と
な
り
、
開
元
十
三
（
七
二
五
）
年
、
勅
命
に
よ
っ
て
、

洛
陽
の
敬
愛
寺
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
際
に
は
、
様
々
な
身
分
の
人
々
が
競
っ
て
挨
拶
に
来
た
と
い
う
。
従
っ
て
、
北
宗

禅
は
七
二
五
年
頃
に
は
、
仏
教
界
に
お
け
る
地
位
を
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
『
観
心
論
』

が
撰
述
さ
れ
た
時
期
を
推
測
す
る
と
、
七
〇
〇
年
か
ら
七
一
五
年
頃
で
あ
ろ
う
。

Ａ
一
行
の
伝
記
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
一
行
は
、
開
元
五
（
七
一
七
）
年
以
降
、
両
京
（
洛
陽
・
長
安
）
を
中
心
に
活
動
し

た
。
従
っ
て
、
筆
者
は
、
仮
に
一
行
が
嵩
山
で
の
修
学
時
代
（
七
〇
三
年
？
～
七
一
〇
年
）
に
、
『
観
心
論
』
を
見
て
い
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
『
大
日
経
義
釈
』
を
筆
録
し
た
頃
（
七
二
四
年
～
七
二
七
年
）
に
は
、
『
観
心
論
』
を
見
て
い
た
と
推
測
す

る
。
一
行
が
少
な
く
と
も
数
年
間
、
普
寂
に
師
事
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
か
ら
、
一
行
が
『
観
心
論
』
や
、
同
書
で
説
示
さ

れ
る
北
宗
禅
の
思
想
を
知
ら
な
か
っ
た
と
考
え
る
方
が
む
し
ろ
不
自
然
な
の
で
あ
る
。

（
二
）『
観
心
論
』
の
思
想
⋧
⋧
第
七
問
答
を
中
心
に
⋧
⋧

先
ず
、
『
観
心
論
』
の
原
典
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
『
観
心
論
』
に
は
敦
煌
本
と
し
て
、
Ｐ
２
４
６
０
・
龍
谷
大
学
所
蔵
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本
・
Ｐ
２
６
５
７
・
Ｓ
２
５
９
５
・
Ｐ
４
６
４
６
・
Ｓ
５
５
３
２
・
Ｓ
６
４
６
の
七
本
が
あ

る

。
し
か
し
、
Ｓ
６
４
６
は
関

（
２
８
）

連
す
る
箇
所
が
現
存
し
て
い
な
い
の
で
、
し
ば
ら
く
措
く
こ
と
に
す
る
。
残
り
の
六
本
を
比
較
す
る
と
、
問
答
の
論
旨
そ
の
も

の
は
大
差
な
い
の
で
あ
る
が
、
表
現
の
違
い
が
存
す
る
。
今
後
の
議
論
を
展
開
す
る
上
に
お
い
て
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、

こ
こ
で
は
「
秘
密
」
と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
六
本
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
『
観
心
論
』
で

「
秘
密
」
の
語
は
、
十
五
問
答
の
う
ち
、
第
七
問
答
と
第
十
三
問
答
の
二
箇
所
に
使
用
さ
れ
る
。
「
秘
密
」
と
い
う
用
語
の
有

無
を
図
示
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

六
種
の
敦
煌
本

第
七
問
答

第
十
三
問
答

Ｐ
２
４
６
０
・
龍
谷
大
学
所
蔵
本

×

×

Ｐ
２
６
５
７

現
存
せ
ず

×

Ｓ
２
５
９
５
・
Ｐ
４
６
４
６
・
Ｓ
５
５
３
２

◯

◯

尚
、
朝
鮮
と
日
本
に
流
布
し
た
も
の
は
、
管
見
の
限
り
、
「
秘
密
」
に
な
っ
て
い

る

。
こ
れ
ら
の
中
で
、
第
七
問
答
の
論

（
２
９
）

理
展
開
が
理
解
し
易
い
の
は
、
Ｐ
２
４
６
０
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
、
基
本
的
に
Ｐ
２
４
６
０
を
底
本
と
し
て
採
用
し
、

必
要
に
応
じ
て
異
本
を
参
照
す
る
。

次
に
、
『
観
心
論
』
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
『
観
心
論
』
は
問
答
形
式
の
著
作
で
あ
り
、
質
問
が
一
般
的
な
立
場
、

回
答
が
北
宗
禅
の
見
解
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
『
観
心
論
』
に
お
け
る
思
想
上
の
特
徴
と
し
て
、
貪
・
瞋
・
癡
の
三
毒
と
、

様
々
な
概
念
と
を
関
連
づ
け
た
上
で
、
行
者
は
観
心
と
い
う
修
行
に
基
づ
い
て
、
根
本
煩
悩
と
し
て
の
三
毒
を
除
く
べ
き
で
あ

る
と
主
張
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
第
五
問
答
（
Ｐ
２
４
６
０
）
に
は
、
「
其
三
界
者
、
則
三
毒
也
。
貪
為
二

欲
界
一

、
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瞋
為
二

色
界
一

、
癡
為
二

無
色
界
一

。
由
二

此
三
心
一

、
結
二

集
諸
悪
一

、
業
報
成
就
、
輪
廻
不
レ

息
。
故
名
二

三
界
一

。
（
其
れ
三
界
と

は
、
則
ち
三
毒
な
り
。
貪
を
欲
界
と
為
し
、
瞋
を
色
界
と
為
し
、
癡
を
無
色
界
と
為
す
。
此
の
三
心
に
由
り
て
、
諸
悪
を
結
集

し
、
業
報
は
成
就
し
て
、
輪
廻
は
息
ま
ず
。
故
に
三
界
と
名
づ
く
）
」
と
あ
り
、
三
界
と
三
毒
を
関
連
づ
け
た
上
で
、
三
毒
心

を
原
因
と
し
て
、
三
界
の
輪
廻
が
終
わ
ら
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
第
八
問
答
（
Ｐ
２
４
６
０
）
で
は
、
「
答
曰
、
三
聚
浄
戒
、

即
制
二

三
毒
心
一

也
。
制
二

一
一
毒
心
一

、
無
量
善
聚
。
聚
者
、
会
也
。
能
制
二

毒
心
一

、
即
有
二

無
量
善
一

、
普
会
二

於
心
一

故
、
名
二

三
聚
浄
戒
一

也
。
（
答
え
て
曰
く
、
三
聚
浄
戒
と
は
、
即
ち
三
毒
心
を
制
す
る
な
り
。
一
一
の
毒
心
を
制
せ
ば
、
無
量
の
善
聚

ま
る
。
聚
と
は
、
会
な
り
。
能
く
毒
心
を
制
せ
ば
、
即
ち
無
量
の
善

有
り
て
、
普
く
心
に
会
す
る
が
故
に
、
三
聚
浄
戒
と
名

づ
く
る
な
り
）
」
と
あ
り
、
三
聚
浄
戒
と
は
三
毒
心
を
制
御
し
て
、
無
量
の
善
を
心
に
集
め
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
二
つ
の

問
答
が
意
図
す
る
所
は
、
第
十
五
問
答
（
Ｐ
２
４
６
０
）
に
、
「
但
能
摂
レ

心
内
照
、
覚
観
常
明
、
絶
二

三
毒
一

永
使
レ

消
二

亡
六

賊
一

、
不
レ

令
二

侵
擾
一

。
自
然
恒
河
功
徳
、
種
種
荘
厳
、
無
数
行
門
、
一
一
成
就
。
（
但
、
能
く
心
を
摂
し
て
内
照
せ
ば
、
覚
観

は
常
に
明
に
し
て
、
三
毒
を
絶
し
永
く
六
賊
を
消
亡
せ
し
め
て
、
侵
擾
せ
し
め
ず
。
自
然
に
恒
河
の
功
徳
、
種
種
の
荘
厳
、
無

数
の
行
門
、
一
一
成
就
す
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
観
心
に
基
い
て
三
毒
を
適
切
に
対
治
せ

よ

、
と
い
う
主
張
に
集
約
さ
れ
る
。

（
３
０
）

す
な
わ
ち
、
観
心
を
実
践
す
る
こ
と
が
三
界
の
輪
廻
を
阻
止
し
、
三
聚
浄
戒
を
持
つ
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
今
か
ら
取
り
上
げ
る
、
第
七
問
答
で
は
「
三
阿
僧
祇
」
の
語
に
会
通
を
施
す
こ
と
で
、
仏
説
の
三
阿
僧
祇
劫
と
は
、

時
間
で
は
な
く
、
三
毒
か
ら
派
生
す
る
悪
念
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
観
心
に
基
い
て
三
毒
を
除
け
ば
、
三
阿
僧
祇
劫
の
修
行

は
必
要
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。『
観
心
論
』
（
Ｐ
２
４
６
０
）
の
第
七
問
答
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
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【
本
文
】

問
。
如
二

仏
所
説
一

、
我
於
二

三
大
阿
僧
祇
劫
一

、
無
量
勤
苦
、
方
成
二

仏
道
一

。
云
何
今
説
下

唯
除
二

三
毒
一

即
名
中

解
脱
上

。

ｂ答
曰
、
所
レ

言
三
阿
僧
祇
、
漢
言
二

不
可
数
一

。
此
三
毒
心
、
於
二

一
一
心
中
一

、
有
二

恒
沙
悪
念
一

、
於
二

一
一
中
念
一

、
皆
為
二

一
劫
一

。
恒
河
沙
者
、
不
可
数
也
。
以
三

三
毒
悪
念
如
二

三
恒
河
沙
一

故
、
言
二

不
可
数
一

也
。
真
如
之
性
、
既
被
三

三
毒
之
所
二

ｃ

覆
鄣
一

。
若
不
レ

超
二

彼
大
恒
河
沙
毒
悪
之
念
一

、
云
何
名
為
レ

得
二

解
脱
一

也
。
今
者
能
除
二

三
毒
之
心
一

、
是
則
名
為
レ

度
二

得

三
大
阿
僧
祇
劫
一

。
末
世
衆
生
愚
痴
下
根
、
不
レ

解
二

如
来
三
阿
僧
祇
劫
、
仏
言
之
説
一

、
遂
言
二

成
仏
歴
劫
未
一
レ

期
。
豈
不
下

疑
二

誤
行
人
一

退
中

菩
提
道
上

也
。

【
訓
読
】

問
う
。
仏
の
所
説
の
如
き
は
、
我
、
三
大
阿
僧
祇
劫
に
於
い
て
、
無
量
に
勤
苦
し
て
、
方
て
仏
道
を
成
ず
、
と
。
云
何
が

ｂ今
、
唯
、
三
毒
を
除
く
を
即
ち
解
脱
と
名
づ
く
る
の
み
と
説
く
や
。

答
て
曰
く
、
言
う
所
の
三
阿
僧
祇
と
は
、
漢
に
は
不
可
数
と
言
う
。
此
の
三
毒
心
も
て
、
一
一
の
心
中
に
於
い
て
、
恒
沙

の
悪
念

有
り
て
、
一
一
中
の
念
に
於
い
て
、
皆
、
一
劫
と
為
れ
ば
な
り
。
恒
河
沙
と
は
、
不
可
数
な
り
。
三
毒
の
悪
念

が
三
恒
河
沙
の
如
き
を
以
て
の
故
に
、
不
可
数
と
言
う
な
り
。
真
如
の
性
は
、
既
に
三
毒
の
覆
鄣
す
る
所
を
被
る
。
若
し

ｃ

彼
の
大
恒
河
沙
の
毒
悪
の
念
を
超
え
ざ
れ
ば
、
云
何
が
名
け
て
解
脱
を
得
と
為
す
や
。
今
は
能
く
三
毒
の
心
を
除
く
、
是

れ
則
ち
名
け
て
三
大
阿
僧
祇
劫
を
度
得
す
と
為
す
。
末
世
の
衆
生
は
愚
痴
下
根
に
し
て
、
如
来
の
三
阿
僧
祇
劫
、
仏
言
の

説
を
解
せ
ざ
れ
ば
、
遂
に
成
仏
は
歴
劫
す
る
も
未
だ
期
せ
ず
と
言
う
。
豈
に
行
人
を
疑
誤
し
て
菩
提
の
道
を
退
か
ら
し
め

ざ
ら
ん
や
。
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【
現
代
語
訳
】

質
問
す
る
。
仏
の
所
説
に
よ
れ
ば
、
「
我
［
す
な
わ
ち
釈
尊
］
は
、
三
大
阿
僧
祇
劫
［
と
い
う
長
い
時
間
］
に
お
い
て
、

ｂ無
量
に
勤
苦
し
て
、
は
じ
め
て
仏
道
を
成
就
し
た
」
、
と
［
あ
る
］
。
［
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
］
ど
う
し
て
今
、
［
北
宗
禅

の
論
者
は
、
］
た
だ
［
貪
・
瞋
・
癡
の
］
三
毒
を
除
く
こ
と
を
解
脱
と
名
づ
け
る
だ
け
で
あ

る

と
説
く
の
か
。

（
３
１
）

回
答
し
て
曰
う
、
［
仏
の
所
説
に
］
言
う
所
の
三
阿
僧
祇
と
［
い
う
用
語
］
は
、
中
国
で
は
不
可
数
と
言
う
の
で
あ
る
。

［
な
ぜ
な
ら
ば
、
］
こ
の
三
毒
心
に
基
い

て

、
刹
那
刹
那
の
心
中
に
お
い
て
、
恒
河
沙
（
ガ
ン
ジ
ス
川
の
砂
の
数
ほ

（
３
２
）

ど
）
の
悪
念
が
存
在

し

、
刹
那
刹
那
中
の

念

（
心
）
に
お
い
て
、
一
様
に
一
劫
（
不
可
数
の
悪
念
が
存
在
す
る
状

（
３
３
）

（
３
４
）

態
）
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
恒
河
沙
と
は
、
不
可
数
［
と
い
う
意
味
］
で
あ
る
。
三
毒
の
悪
念
が
三
恒
河
沙
の
よ
う
で
あ

る
か
ら
、
［
三
阿
僧
祇
を
］
不
可
数
と
言
う
の
で
あ
る
。
［
行
者
の
心
中
に
本
来
的
に
備
わ

る

、
］
真
如
の
性
［
質
］
は
、

ｃ

（
３
５
）

す
っ
か
り
三
毒
に
覆
い

鄣

ら
れ
て
い
る
。
も
し
も
［
行
者
が
三
毒
か
ら
派
生
す

る

、
］
あ
の
数
多
き
恒
河
沙
（
ガ
ン
ジ

さ
え
ぎ

（
３
６
）

ス
川
の
砂
の
数
ほ
ど
）
の
毒
悪
の
念
を
超
え
［
て
、
諸
苦
を
離

れ

］
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
解
脱
を
獲
得
す
る
と
言
え

（
３
７
）

る
の
か
。
今
、
［
北
宗
禅
の
立
場
で
は
］
た
だ
三
毒
心
を
除
く
［
こ
と
］
、
こ
れ
こ
そ
三
大
阿
僧
祇
劫
を
経
過
す
る
こ
と

な
の
で
あ
る
。
［
し
か
し
、
］
末
世
の
衆
生
（
北
宗
禅
以
外
の
人
師
）
は
愚
痴
下
根
で
あ
り
、
如
来
の
三
阿
僧
祇
劫
、
［
す

な
わ
ち
］
仏
言
の
説
（
三
阿
僧
祇
劫
と
は
、
時
間
で
は
な
く
、
三
毒
心
と
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
悪
念
を
意
味
す
る
と
い

う
説
）
を
理
解
し
て
い
な
い
か
ら
、
［
本
当
は
今
生
で
解
脱
を
獲
得
で
き
る
の

に

、
］
終
始
「
成
仏
は
［
三
阿
僧
祇
劫

（
３
８
）

と
い
う
長
い
時
間
を
か
け
て
］
歴
劫
［
修
行
］
し
た
と
し
て
も
、
期
待
で
き
な
い
［
ほ
ど
に
難
し
い
］
」
と
言
う
の
で
あ

る
。
ど
う
し
て
、［
こ
の
よ
う
な
人
師
が
］
行
者
を
疑
い
誤
ら
せ
て
、
菩
提
の
道
を
退
か
せ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
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傍
線
部
ｂ
と
ｃ
は
、『
大
日
経
義
釈
』
の
記
述
と
対
応
す
る
箇
所
で
あ
る
。

先
ず
、
傍
線
部
ｂ
で
は
、
行
者
が
成
仏
す
る
た
め
に
は
、
三
阿
僧
祇
劫
の
時
間
を
必
要
と
す
る
と
い
う
一
般
的
な
立
場
か
ら
、

北
宗
禅
の
主
張
は
仏
説
と
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
と
質
問
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
回
答
は
北
宗
禅
の
見
解
で
あ
る
。

最
初
に
、
三
阿
僧
祇
劫
を
時
間
で
は
な
く
、
煩
悩
の
意
味
で
捉
え
る
た
め
に
、
「
三
阿
僧
祇
」
の
語
に
会
通
を
施
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
「
三
阿
僧
祇
」
と
「
三
恒
河
沙
」
の
「
不
可
数
」
と
い
う
共
通
点
に
基
づ
い
て
、
中
国
で
「
三
阿
僧
祇
」
を

「
不
可
数
」
と
言
う
理
由
は
、
行
者
の
心
中
に
「
三
恒
河
沙
」
と
い
う
「
不
可
数
」
の
悪
念
（
煩
悩
）
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ

る
と
会
通
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
「
不
可
数
」
の
内
容
は
、
実
質
的
に
、
時
間
の
長
さ
（
三
阿
僧
祇
）
で
は
な
く
、
煩
悩
の

数
（
三
恒
河
沙
）
を
意
味
す
る
。

続
い
て
、
傍
線
部
ｃ
を
要
約
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
行
者
が
解
脱
を
獲
得
で
き
な
い
の
は
、
真
如
の
性
質
が
三
毒

心
と
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
悪
念
と
に
覆
い

鄣

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
観
心
に
基
い
て
、
根
本
煩
悩
で
あ
る

さ
え
ぎ

三
毒
心
を
除
け
ば
、
今
生
で
解
脱
を
獲
得
で
き
る
。
つ
ま
り
、
三
毒
心
を
除
く
こ
と
が
三
阿
僧
祇
劫
を
経
過
す
る
こ
と
な
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
北
宗
禅
以
外
の
人
師
は
「
如
来
三
阿
僧
祇
劫
、
仏
言
之
説
」
、
す
な
わ
ち
北
宗
禅
の
立
場
を
理
解
し
て
い
な

い
か
ら
、
「
成
仏
は
三
阿
僧
祇
劫
と
い
う
長
い
時
間
を
か
け
て
、
歴
劫
修
行
し
て
も
期
待
で
き
な
い
ほ
ど
に
難
し
い
」
と
言
う

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
今
生
で
解
脱
を
獲
得
で
き
る
と
い
う
北
宗
禅
の
立
場
か
ら
、
成
仏
は
歴
劫
修
行
し
て
も
期
待
で
き
な
い
ほ
ど
に
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難
し
い
と
い
う
一
般
的
な
立
場
を
強
く
批
判
す
る
。
し
か
し
、
北
宗
禅
の
論
難
は
、
当
時
の
仏
教
界
に
お
い
て
、
果
た
し
て
正

統
な
主
張
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
中
国
仏
教
に
お
い
て
学
派
を
問
わ
ず
重
視
さ
れ
た
『
法
華
経
』
で
は
、
自
ら
悟
り
を
得
た
と

考
え
る
こ
と
を
強
く
戒
め
て
い
る
。
『
法
華
経
』
方
便
品
で
は
、
五
千
起
去
の
理
由
に
つ
い
て
、
「
所
以
者
何
、
此
輩
罪
根
深

重
、
及
増
上
慢
、
未
レ

得
謂
レ

得
、
未
レ

証
謂
レ

証
。
有
二

如
レ

此
失
一

、
是
以
不
レ

住

。
（
所
以
者
何
な
れ
ば
、
此
の

輩

は
罪
根

（
３
９
）

ゆ

え

い

か

ん

と

と
も
が
ら

深
重
、
及
び
増
上
慢
に
し
て
、
未
だ
得
ざ
る
も
得
と
謂
い
、
未
だ
証
せ
ざ
る
も
証
す
と
謂
え
ば
な
り
。
此
の
如
き
失

有
り
、

お
も

是
を
以
て
住
せ
ず
）
」
と
あ
り
、
「[

五
千
の
衆
生
が
『
法
華
経
』
の
会
座
か
ら
立
ち
去
っ
た
の
は]

何
故
か
と
い
う
と
、
こ
の

輩

は
罪
根
が
深
重
、
ま
た
増
上
慢
で
あ
り
、
未
だ
得
て
い
な
い
の
に
得
た
と
考
え
、
未
だ
悟
っ
て
い
な
い
の
に
悟
っ
た
と
考

と
も
が
ら

え
る
か
ら
で
あ
る
。
［
五
千
の
衆
生
に
は
］
こ
の
よ
う
な
過
失
が
あ
り
、
そ
れ
故
に[

『
法
華
経
』
の
会
座
に]

と
ど
ま
ら
な
か

っ
た
」
と
説
明
す
る
。
当
時
の
北
宗
禅
は
、
自
ら
悟
り
を
獲
得
し
た
後
で
、
道
俗
の
弟
子
に
対
し
て
悟
り
を
印
可
し
て
い

た
（
４
０
）

の
で
あ
る
か
ら
、
五
千
起
去
の
衆
生
と
同
じ
立
場
と
見
做
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
隋
天
台
智
者
大
師
別
伝
』
に
は
、

「
吾
不
レ

領
レ

衆
、
必
浄
二

六
根
一

、
為
レ

他
損
レ

己
、
只
是
五
品
位

耳

。
（
吾
れ
衆
を
領
せ
ざ
れ
ば
、
必
ず
六
根
を
浄
め
ん
も
、

（
４
１
）

他
の
為
に
己
を
損
こ
な
い
て
、
只
是
れ
五
品
位
な
る
の
み
）
」
と
あ
り
、
高
僧
と
し
て
名
高
い
智
顗
（
五
三
八
～
五
九
七
）
は

臨
終
の
際
、
自
ら
の
行
位
に
つ
い
て
、
「
私
が
多
く
の
人
々
を
導
か
な
け
れ
ば
、
必
ず
六
根
を
浄
め
た
で
あ
ろ
う
が
、
化
他
行

の
た
め
に
自
行
を
損
な
っ
た
の
で
、
［
私
の
行
位
は
］
た
だ
五
品
［
弟
子
］
位
で
あ
る
」
と
発
言
し
た
と
い
う
。
天
台
教
学
に

お
い
て
、
五
品
弟
子
位
は
凡
位
で
あ
る
か
ら
、
智
顗
で
す
ら
解
脱
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
を

考
慮
す
れ
ば
、
成
仏
は
歴
劫
修
行
し
て
も
期
待
で
き
な
い
ほ
ど
に
難
し
い
と
い
う
一
般
的
な
立
場
の
方
が
む
し
ろ
正
し
い
見
解

と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
北
宗
禅
（
初
期
禅
宗
）
に
お
け
る
行
者
の
速
疾
成

仏

は
、
当
時
の
常
識
に
反
す
る
立
場
な
の
で
あ

（
４
２
）
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り
、
『
観
心
論
』
の
第
七
問
答
か
ら
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
な
り
の
反
発
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
北
宗
禅

が
行
者
の
速
疾
成
仏
を
正
統
化
し
、
仏
教
界
か
ら
の
反
発
に
対
応
す
る
た
め
に
行
っ
た
試
み
の
一
つ
が
『
禅
門
経
』
と
い
う
偽

経
の
製
作
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
禅
門
経
』
に
は
、
「
善
男
子
、
若
外
相
求
、
雖
レ

経
二

劫
数
一

、
終
不
レ

能
レ

得
。
於
レ

内
覚
観
、

如
二

一
念
一

頃
、
即
得
二

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
一

。
（
善
男
子
よ
、
若
し
外
に
相
い
求
め
れ
ば
、
劫
数
を
経
る
と
雖
も
、
終
に

（
４
３
）

得
る
こ
と
能
わ
ず
。
内
に
於
い
て
覚
観
せ
ば
、
一
念
の
如
き
頃
に
、
即
ち
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
）
」
と
あ
り
、
観
心
を

実
践
す
れ
ば
速
疾
成
仏
が
で
き
る
と
主
張
し
て
い
る
。
で
は
、
な
ぜ
北
宗
禅
は
当
時
の
常
識
に
反
し
て
、
行
者
が
今
生
に
お
い

て
解
脱
を
獲
得
で
き
る
と
主
張
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
、
そ
の
理
由
は
、
彼
ら
の
母
胎
で
あ
る
東
山
法
門
が
山
林
仏

教
の
伝
統
に
由
来
し
、
悟
り
の
獲
得
を
絶
対
視
す
る
独
自
の
仏
教
観
を
保
持
し
て
い

た

こ
と
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
４
４
）

と
こ
ろ
で
、
傍
線
部
ｃ
の
「
仏
言
之
説
」
は
、
Ｓ
２
５
９
５
・
Ｐ
４
６
４
６
・
Ｓ
５
５
３
２
の
三
本
で
は
「
秘
密
之
説
」
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
『
大
日
経
義
釈
』
の
三
点
（
ａ
．
ｂ
．
ｃ
．
）
に
対
応
さ
せ
て
、
『
観
心
論
』
の
第
七

問
答
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ａ
．
三
阿
僧
祇
劫
に
は
、
時
間
（
ｂ
．
）
と
煩
悩
（
ｃ
．
）
の
二
義
が
あ
る
。

ｂ
．
一
般
的
な
立
場
（
質
問
）
で
は
、
時
間
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
行
者
は
三
阿
僧
祇
劫
と
い
う
時
間
を
経
過
し
て
、

解
脱
を
獲
得
す
る
。

ｃ
．
北
宗
禅
の
立
場
（
回
答
）
で
は
、
煩
悩
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
三
阿
僧
祇
劫
は
三
毒
心
と
、
そ
こ
か
ら
派
生
す

る
悪
念
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
秘
密
の
説
」
で
あ
る
。
行
者
が
観
心
に
基
い
て
、
根
本
煩
悩
と
し
て
の
三
毒
を
適
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切
に
対
治
す
る
な
ら
ば
、
今
生
で
解
脱
で
き
る
。

『
観
心
論
』
に
は
、
『
大
日
経
義
釈
』
の
三
点
（
ａ
．
ｂ
．
ｃ
．
）
に
対
応
す
る
記
述
が
す
べ
て
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
自

宗
（
北
宗
禅
）
と
そ
の
他
を
対
比
す
る
形
で
記
述
し
、
自
宗
の
優
位
を
行
者
の
速
疾
成
仏
に
求
め
る
姿
勢
も
見
出
だ
せ
る
。
さ

ら
に
、
『
観
心
論
』
に
お
け
る
「
秘
密
の
説
」
は
、
「
奥
深
い
教
説
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
般
的
な
立
場
に
対
し
て
、
特
定

の
立
場
（
北
宗
禅
）
の
み
を
意
味
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
従
来
の
「
秘
密
」
に
関
す
る
用

例

と
は
異
な
る
。
そ
し
て
、

（
４
５
）

『
観
心
論
』
と
同
様
に
、『
大
日
経
義
釈
』
の
秘
密
釈
も
特
定
の
立
場
（
密
教
）
の
み
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
両
書
の
類
似
性
を
無
理
な
く
説
明
す
る
た
め
に
は
、
一
行
が
既
存
知
識
（
北
宗
禅
の
思
想
）
に
引
き
寄
せ
て
、

善
無
畏
の
講
説
（
密
教
と
い
う
新
思
想
）
を
理
解
し
た
と
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
但
し
、
『
大
日
経
義
釈
』
に
は
、
『
観
心

論
』
の
引
用
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
や
、
北
宗
禅
（
初
期
禅
宗
）
の
思
想
を
批
判
的
に
扱
う
箇

所

が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
一

（
４
６
）

行
が
意
図
的
に
『
観
心
論
』
に
引
き
寄
せ
て
理
解
し
た
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

最
後
に
、
『
大
日
経
義
釈
』
と
『
観
心
論
』
の
相
違
点
を
纏
め
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

１
．
「
三
阿
僧
祇
劫
」
の
う
ち
、
『
大
日
経
義
釈
』
で
は
、
梵
語
の
「
劫
」
（kalpa

）
に
二
義
あ
り
と
す
る
の
に
対
し
て
、

『
観
心
論
』
で
は
「
三
阿
僧
祇
」
に
会
通
を
施
し
て
二
義
を
見
出
す
。

２
．
『
大
日
経
義
釈
』
で
は
、
三
密
行
に
基
づ
い
て
三
妄
執
（
麁
・
細
・
極
細
）
を
度
脱
す
る
の
に
対
し
て
、
『
観
心
論
』

で
は
、
観
心
に
基
づ
い
て
三
毒
心
・
悪
念
を
除
く
と
す
る
。
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四

結
語

本
稿
で
は
、
イ
ン
ド
由
来
の
密
教
典
籍
に
同
様
の
学
説
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
な
ぜ
『
大
日
経
義
釈
』
に
お
い
て
、

劫
（kalpa
）
に
時
分
と
妄
執
の
二
義
が
あ
る
と
明
示
さ
れ
、
行
者
の
速
疾
成
仏
を
主
張
す
る
に
到
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
検
討
し
た
。

先
ず
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
か
ら
、
劫
（kalpa

）
に
対
す
る
二
つ
の
語
義
解
釈
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う

点
や
、
漢
訳
の
『
大
日
経
』
で
は
『
大
日
経
義
釈
』
の
妄
執
義
に
立
脚
し
て
「
三
妄
執
」
の
語
を
使
用
し
、
善
無
畏
が
そ
れ
を

容
認
し
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
点
か
ら
、
『
大
日
経
義
釈
』
の
劫
（kalpa

）
に
関
す
る
記
述
が
善
無
畏
の
講
説
に
基
づ
く
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
イ
ン
ド
密
教
が
『
大
日
経
義
釈
』
の
よ
う
に
、
劫
（kalpa

）
の
妄
執
義
に
依
拠
し
て
、

行
者
の
速
疾
成
仏
を
主
張
し
て
い
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

他
方
、
『
大
日
経
義
釈
』
と
『
観
心
論
』
は
、
三
阿
僧
祇
劫
に
時
間
と
煩
悩
の
二
義
を
認
め
る
と
い
う
点
の
み
な
ら
ず
、
三

阿
僧
祇
劫
を
煩
悩
の
意
味
で
理
解
す
る
「
秘
密
」
の
立
場
か
ら
、
行
者
の
速
疾
成
仏
を
主
張
す
る
と
い
う
点
ま
で
も
共
通
す
る
。

ま
た
、
両
書
は
成
仏
に
必
要
な
時
間
の
遅
速
と
い
う
観
点
か
ら
、
教
え
の
優
劣
を
判
別
す
る
点
も
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
Ａ
一
行
が
北
宗
禅
の
普
寂
に
師
事
し
た
期
間
は
七
年
前
後
で
あ
り
、
一
行
は
北
宗
禅
の
思
想
に
精
通
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
り
、
Ｂ
『
観
心
論
』
は
公
開
を
前
提
と
し
た
著
作
で
あ
り
、
一
行
は
『
観
心
論
』
を
見
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
大
日
経
義
釈
』
と
『
観
心
論
』
の
思
想
的
な
類
似
性
を
偶
然
と
看
做
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
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『
大
日
経
義
釈
』
の
劫
（kalpa

）
に
関
す
る
記
述
が
善
無
畏
の
講
説
に
基
づ
く
と
い
う
点
と
、
（
Ⅰ
）
行
者
の
速
疾
成
仏
に

つ
い
て
、
『
大
日
経
義
釈
』
と
『
観
心
論
』
が
思
想
的
な
類
似
性
を
持
つ
、
（
Ⅱ
）
一
行
は
『
観
心
論
』
に
説
示
さ
れ
る
北
宗

禅
の
思
想
を
修
学
し
た
後
で
、
密
教
の
『
大
日
経
義
釈
』
を
筆
録
し
た
と
い
う
二
点
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
仮
説
が
導
き
出
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
開
元
八
（
七
二
〇
）
年
頃
ま
で
に
「
秘
密
」
に
作
る
『
観
心
論
』
が
成
立
し
、
開
元
十
二
（
七
二
四
）
年

以
降
に
、
一
行
が
北
宗
禅
の
『
観
心
論
』
に
引
き
寄
せ
て
、
劫
（kalpa

）
に
関
す
る
善
無
畏
の
講
説
を
理
解
し
、
『
大
日
経
義

釈
』
に
筆
録
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
仮
説
に
お
い
て
最
重
要
な
の
は
、
『
観
心
論
』
が
『
大

日
経
義
釈
』
よ
り
も
早
い
段
階
で
、
三
阿
僧
祇
劫
に
時
間
と
煩
悩
の
二
義
を
認
め
て
い
る
と
い
う
点
で
は
な
く
、
速
疾
に
悟
り

を
獲
得
で
き
る
教
え
（
秘
密
の
立
場
）
こ
そ
が
勝
れ
て
い
る
と
い
う
北
宗
禅
の
思
想
（
『
観
心
論
』
、
東
山
法
門
に
由
来
す
る

独
自
の
仏
教
観
）
が
一
行
を
通
じ
て
中
国
密
教
（
『
大
日
経
義
釈
』
）
に
導
入
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
稿
の
仮
説
に
基
い
て
、
行
者
の
速
疾
成
仏
に
関
す
る
思
想
の
流
れ
を
整
理
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
イ
ン
ド
密
教
？
（
善
無
畏
の
講
説
）

＋

北
宗
禅
の
思
想
（
一
行
の
既
存
知
識
、
『
観
心
論
』
）

②
中
国
密
教
（
『
大
日
経
義
釈
』
・
『
菩
提
心
論
』
）

③
日
本
密
教
（
即
身
成
仏
の
重
視
）

行
者
の
速
疾
成
仏
に
限
定
し
て
言
え
ば
、
①
北
宗
禅
の
思
想
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
②
中
国
密
教
と
③
日
本
密
教
は
成
立
し

な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
即
身
成
仏
を
標
榜
す
る
日
本
密
教
に
お
い
て
、
北
宗
禅
の
思
想
が
担
っ
た
役
割
は
看
過
で
き
な
い
こ
と

に
な
る
。
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註（
１
）
七
三
〇
年
に
成
立
し
た
智
昇
撰
『
開
元
釈
教
録
』
巻
九
（
大
正
五
五
・
五
七
二
頁
上
）
に
よ
れ
ば
、
善
無
畏
と
一
行
は
、

無
行
が
将
来
し
た
梵
経
を
使
用
し
て
、
開
元
十
二
（
七
二
四
）
年
以
降
に
、
洛
陽
の
大
福
先
寺
に
お
い
て
『
大
日
経
』
を
翻
訳

し
た
と
い
う
。
一
行
が
没
し
た
の
は
開
元
十
五
（
七
二
七
）
年
で
あ
る
か
ら
、
『
大
日
経
義
釈
』
の
講
説
時
期
は
、
七
二
四
年

～
七
二
七
年
で
あ
る
。

（
２
）
大
久
保
良
峻
『
台
密
教
学
の
研
究
』
（
法
藏
館
、
二
〇
〇
四
年
、
二
四
頁
、
三
四
四
頁
～
三
四
六
頁
）
参
照
。
因
み
に
、

同
書
（
二
一
頁
～
二
七
頁
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
三
劫
段
は
密
教
の
行
位
論
・
教
判
論
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
。

（
３
）
加
藤
精
一
「
真
言
密
教
に
お
け
る
三
劫
思
想
に
つ
い
て
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一
八
⋧
一
、
一
九
六
九
年
）
参

照
。
ま
た
、
『
大
日
経
義
釈
』
巻
一
（
続
天
全
、
密
教
１
・
一
九
頁
下
）
に
は
、
「
旧
訳
或
以
二

劫
波
一

為
二

妄
執
一

。
（
旧
訳
に
或

は
劫
波
を
以
て
妄
執
と
為
す
）
」
と
あ
る
。
従
っ
て
、
善
無
畏
が
劫
（kalpa

）
に
時
分
と
妄
執
の
二
義
を
認
め
て
い
た
こ
と
は

ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。

（
４
）
吉
田
宏
晢
『
空
海
思
想
の
形
成
』
（
春
秋
社
、
一
九
九
三
年
、
一
一
五
頁
～
一
一
六
頁
）
参
照
。
同
書
（
一
一
五
頁
）

に
お
い
て
、
吉
田
氏
は
「
仏
教
思
想
史
上
に
お
け
る
成
仏
論
の
系
譜
と
し
て
の
此
生
成
仏
の
思
想
は
、
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
中
に

は
現
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
現
れ
た
と
す
れ
ば
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
の
タ
ン
ト
ラ
仏
教
あ
る
い
は
密
教
の

う
ち
に
お
い
て
で
あ
っ
た
」
と
記
述
す
る
。
果
た
し
て
当
時
の
イ
ン
ド
密
教
が
『
大
日
経
義
釈
』
の
よ
う
に
、
行
者
の
速
疾
成

仏
を
主
張
し
て
い
た
か
、
ま
た
、
そ
れ
を
顕
教
に
対
す
る
密
教
の
特
色
と
位
置
づ
け
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
手
に
負

え
な
い
問
題
で
あ
り
、
識
者
の
御
意
見
を
賜
り
た
い
。
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（
５
）
大
正
一
八
・
三
頁
上
。

（
６
）
『
大
日
経
義
釈
』
巻
二
（
続
天
全
、
密
教
１
・
五
七
頁
下
）
に
、
「
由
レ

有
二

無
明
一

故
、
生
二

五
根
本
煩
悩
心
一

。
謂
貪
・

瞋
・
癡
・
慢
・
疑
。
（
無
明

有
る
に
由
る
が
故
に
、
五
の
根
本
煩
悩
心
を
生
ず
。
謂
く
、
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
・
疑
な
り
）
」
と

あ
る
。

（
７
）
田
島
隆
純
訳
『

大
日
経
住
心
品
』
（
五
五
頁
）
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
「
秘
密
主
よ
、
斯
く
の
如
く
な
れ
ば
、
一
二

蔵
漢

対
訳

三
四
五
と
二
に
於
て
乗
ず
れ
ば
、
世
人
の
心
は
百
六
十
に
し
て
、
三
劫
を
超
越
し
て
出
世
間
の
心
を
生
ぜ
ん
」
と
訳
出
し
て
い

る
。

（
８
）
続
天
全
、
密
教
１
・
五
八
頁
下
。

（
９
）
『
大
日
経
義
釈
』
巻
二
（
続
天
全
、
密
教
１
・
六
一
頁
上
）
に
、
「
⋩
⋩
是
名
下

超
二

越
一
劫
一

瑜
祇
行
上

。
瑜
伽
訳
為
二

相

応
一

。
若
以
二

女
声
一

呼
レ

之
、
則
曰
二

瑜
祇
一

。
所
謂
相
応
者
、
即
是
観
行
・
応
理
之
行
人
也
。
（
⋩
⋩
是
れ
を
一
劫
を
超
越
す
る

瑜
祇
の
行
と
名
づ
く
。
瑜
伽
は
訳
し
て
相
応
と
為
す
。
若
し
女
声
を
以
て
之
を
呼
ぶ
と
き
は
、
則
ち
瑜
祇
と
曰
う
。
所
謂
る
相

応
と
は
、
即
ち
是
れ
観
行
・
応
理
の
行
人
也
）
」
と
あ
る
。
従
っ
て
、
「
瑜
伽
」
（yoga

）
と
「
瑜
祇
」
（yogin

）
の
翻
訳
は

「
相
応
」
で
あ
り
、
「
相
応
」
と
は
、
観
行
し
て
空
性
な
ど
の
理
と
合
致
（
応
理
）
す
る
、
行
者
の
こ
と
で
あ
る
。
『
大
日
経

義
釈
』
の
観
行
は
三
密
行
で
あ
る
か
ら
、
「
瑜
祇
の
行
」
は
「
行
者
の
三
密
行
」
と
い
う
意
味
で
理
解
し
た
。

（
１
０
）
第
一
劫
の
末
尾
（
大
正
一
八
・
三
頁
中
）
に
、
「
秘
密
主
、
彼
離
二

違
・
順
八
心
相
続
、
業
・
煩
悩
網
一

、
是
超
二

越

一
劫
一

瑜
祇
行
。
（
秘
密
主
よ
、
彼
れ
違
と
順
と
の
八
心
の
相
続
と
、
業
と
煩
悩
と
の
網
を
離
れ
る
は
、
是
れ
一
劫
を
超
越
す

る
瑜
祇
の
行
な
り
）
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
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（
１
１
）
第
二
劫
の
末
尾
（
大
正
一
八
・
三
頁
中
）
に
、
「
如
レ

是
知
二

自
心
性
一

、
是
超
二

越
二
劫
一

瑜
祇
行
。
（
是
の
如
く
自
心

の
性
を
知
る
は
、
是
れ
二
劫
を
超
越
す
る
瑜
祇
の
行
な
り
）」
と
あ
る
。

（
１
２
）
第
三
劫
の
冒
頭
（
大
正
一
八
・
三
頁
中
）
に
、
「
復
次
、
秘
密
主
、
真
言
門
修
二

行
菩
薩
行
一

諸
菩
薩
、
無
量
・
無
数

百
千
倶
胝
那
庾
多
劫
、
積
集
無
量
功
徳
・
智
慧
、
具
修
二

諸
行
一

無
量
智
慧
・
方
便
、
皆
悉
成
就
。
（
復
次
に
、
秘
密
主
よ
、
真

言
門
に
菩
薩
の
行
を
修
行
す
る
諸
菩
薩
は
、
無
量
・
無
数
百
千
倶
胝
那
庾
多
劫
に
、
積
集
す
る
無
量
の
功
徳
と
智
慧
と
、
具
に

諸
行
を
修
す
る
無
量
の
智
慧
と
方
便
と
を
、
皆
悉
く
成
就
す
）
」
と
あ
る
経
文
の
趣
意
と
理
解
し
た
。
こ
の
経
文
を
如
何
に
訓

読
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
大
久
保
良
峻
『
台
密
教
学
の
研
究
』（
法
藏
館
、
二
〇
〇
四
年
、
三
四
頁
～
三
五
頁
）
参
照
。

（
１
３
）
註
（
１
２
）
に
引
用
し
た
第
三
劫
の
冒
頭
に
関
連
し
て
、
『
大
日
経
義
釈
』
巻
二
（
続
天
全
、
密
教
１
・
六
五
頁

上
）
で
は
、
「
如
二

余
教
中
菩
薩
一

、
行
二

於
方
便
対
治
道
一

、
次
第
漸
除
二

心
垢
一

、
経
二

無
量
阿
僧
祇
劫
一

、
或
有
レ

得
レ

至
二

菩
提
一

、

或
不
レ

至
者
。
今
此
教
諸
菩
薩
、
則
不
レ

如
レ

是
。
直
以
二

真
言
一

為
レ

乗
、
超
二

入
浄
菩
提
心
門
一

。
（
余
教
の
中
の
菩
薩
の
如
き
は
、

方
便
対
治
の
道
を
行
じ
て
、
次
第
し
て
漸
く
心
垢
を
除
き
、
無
量
阿
僧
祇
劫
を
経
て
、
或
は
菩
提
に
至
る
を
得
る
こ
と

有
り
、

或
は
至
ら
ざ
る
者
あ
り
。
今
、
此
の
教
の
諸
菩
薩
は
、
則
ち
是
の
如
く
な
ら
ず
。
直
に
真
言
を
以
て
乗
と
為
し
、
浄
菩
提
心
門

に
超
入
す
）
」
と
あ
る
。
従
っ
て
、
仏
慧
の
初
心
と
は
、
浄
菩
提
心
門
の
こ
と
で
あ
る
。

（
１
４
）
『
大
日
経
義
釈
』
巻
一
（
続
天
全
、
密
教
１
・
一
五
頁
下
）
に
は
、
「
如
三

余
乗
菩
薩
志
二

求
無
上
菩
提
一

、
種
種
勤
苦

不
レ

惜
二

身
命
一

、
経
二

無
数
阿
僧
祇
劫
一

、
或
有
二

成
仏
一

、
或
不
二

成
仏
一

者
。
今
此
真
言
門
菩
薩
、
若
能
不
レ

虧
二

法
則
一

、
方
便
修

行
、
乃
至
於
二

此
生
中
一

、
逮
二

見
無
尽
荘
厳
加
持
境
界
一

。
非
二

但
現
前
而
已
一

。
若
欲
下

超
二

昇
仏
地
一

、
即
同
中

大
日
如
来
上

亦
可
レ

致
也
。
（
余
乗
の
菩
薩
が
無
上
菩
提
を
志
求
す
る
が
如
き
は
、
種
種
に
勤
苦
し
身
命
を
惜
ま
ず
し
て
、
無
数
阿
僧
祇
劫
を
経
て
、
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或
は
成
仏
す
る
こ
と

有
り
、
或
は
成
仏
せ
ざ
る
者
あ
り
。
今
、
此
の
真
言
門
の
菩
薩
は
、
若
し
能
く
法
則
を
虧
か
ず
し
て
、

方
便
修
行
せ
ば
、
乃
至
、
此
の
生
中
に
於
い
て
、
無
尽
荘
厳
加
持
境
界
を
逮
見
す
。
但
だ
現
前
す
る
の
み
に
非
ず
。
若
し
仏
地

に
超
昇
し
て
、
即
ち
大
日
如
来
に
同
ぜ
ん
と
欲
す
る
も
亦
、
致
す
べ
き
な
り
）
」
と
あ
る
。
合
わ
せ
て
、
註
（
１
３
）
参
照
。

（
１
５
）
『
菩
提
心
論
』
に
は
、
「
唯
真
言
法
中
、
即
身
成
仏
故
、
是
［
故
］
説
二

三
摩
地
（
法
）
一

。
於
二

諸
教
中
一

、
闕
而
不
レ

言
。
（
唯
、
真
言
法
中
に
の
み
、
即
身
成
仏
す
る
が
故
に
、
是
れ
三
摩
地
（
法
）
を
説
く
。
諸
教
中
に
於
い
て
、
闕
し
て
言
わ

イ
書ず

）
」
（
大
正
三
二
・
五
七
二
頁
下
）
や
、
「
若
人
求
二

仏
慧
一

、
通
二

達
菩
提
心
一

、
父
母
所
生
身
、
速
証
二

大
覚
位
一

。
（
若
し
人

が
仏
慧
を
求
め
て
、
菩
提
心
に
通
達
せ
ば
、
父
母
所
生
身
に
、
速
や
か
に
大
覚
位
を
証
す
）
」
（
大
正
三
二
・
五
七
四
頁
下
）

と
あ
り
、
空
海
の
『
即
身
成
仏
義
』
（
大
正
七
七
・
三
八
一
頁
下
）
で
は
、
二
経
一
論
八
箇
の
証
文
の
一
つ
と
し
て
引
用
す
る
。

因
み
に
、
『
菩
提
心
論
』
（
大
正
三
二
・
五
七
四
頁
上
）
に
は
、
『
大
日
経
義
釈
』
巻
八
（
続
天
全
、
密
教
１
・
四
〇
一
頁
上
～

四
〇
二
頁
上
）
を
踏
ま
え
た
記
述
が
確
認
で
き
る
。

（
１
６
）
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
一
。

（
１
７
）
伝
全
一
・
二
三
九
頁
。

（
１
８
）
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
一
。
「
礼
部
郎
中
洽
」
の
「
礼
部
郎
中
」
と
は
、
六
部
（
吏
・
戸
・
礼
・
兵
・
刑
・
工
）
の
う

ち
「
礼
部
の
長
官
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
「
洽
」
は
、
『
仏
祖
歴
代
通
載
』
巻
十
三
（
大
正
四
九
・
八
二
五
頁
上
）
に
よ
れ

ば
、
「
張
洽
」
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
『
旧
唐
書
』
の
「
悟
真
」
を
「
恵
真
」
と
理
解
し
た
の
は
、
恵
真
の
碑
銘
「
荊

州
南
泉
大
雲
寺
故
蘭
若
和
尚
碑
」（
『
全
唐
文
』
巻
三
一
九
）
が
一
行
に
言
及
す
る
か
ら
で
あ
る
。

（
１
９
）
『
全
唐
文
』
巻
二
六
二
。
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（
２
０
）
大
正
五
五
・
五
七
一
頁
下
～
五
七
二
頁
上
。
善
無
畏
の
伝
記
に
つ
い
て
、
岩
崎
日
出
男
「
善
無
畏
三
蔵
の
在
唐
中
に

お
け
る
活
動
に
つ
い
て
⋧
⋧
菩
薩
戒
授
与
の
活
動
を
中
心
と
し
て
⋧
⋧
」
（
『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
六
、
一
九
八
九
年
）
参

照
。

（
２
１
）
定
本
弘
法
大
師
全
集
一
・
一
三
二
頁
。

（
２
２
）
Ｂ
『
観
心
論
』
の
文
献
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
度
の
早
稲
田
大
学
・
東
洋
哲
学
特
殊
問
題
３
・
４
、

東
洋
大
学
教
授
・
伊
吹
敦
先
生
の
講
義
を
活
用
さ
せ
て
頂
い
た
。

（
２
３
）
伊
吹
敦
「
「
大
乗
五
方
便
」
の
諸
本
に
つ
い
て
⋧
⋧
文
献
の
変
遷
に
見
る
北
宗
禅
の
展
開
⋧
⋧
」
（
『
南
都
仏
教
』
六

五
、
一
九
九
一
年
）
参
照
。

（
２
４
）
伊
吹
敦
「
禅
宗
の
登
場
と
社
会
的
反
響
⋧
⋧
『
浄
土
慈
悲
集
』
に
見
る
北
宗
禅
の
活
動
と
そ
の
反
響
⋧
⋧
」
（
『
東

洋
学
論
叢
』
二
五
、
二
〇
〇
〇
年
）
で
は
、
慈
愍
三
蔵
慧
日
（
六
八
〇
～
七
四
八
）
が
開
元
七
（
七
一
九
）
年
以
降
に
撰
述
し

た
『
浄
土
慈
悲
集
』
に
、
『
観
心
論
』
へ
の
批
判
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
『
観
心
論
』
は
七
二
〇
年
頃
、

両
京
（
洛
陽
・
長
安
）
に
流
布
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
２
５
）
神
尾
弌
春
「
観
心
論
私
考
」
（
『
宗
教
研
究
』
新
九
、
一
九
三
二
年
）
参
照
。
一
方
、
神
秀
撰
述
説
に
疑
義
を
唱
え

た
論
考
と
し
て
、
伊
藤
晶
「
『
観
心
論
』
神
秀
著
作
説
の
再
検
討
」
（
『
集
刊

東
洋
学
』
八
〇
、
一
九
九
八
年
）
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
伊
吹
敦
「
『
観
心
論
』
と
『
修
心
要
論
』
の
成
立
と
そ
の
影
響
」
（
『
禅
学
研
究
』
九
四
、
二
〇
一
六
年
）
で
は
、
神

尾
・
伊
藤
の
両
説
を
否
定
し
た
上
で
、
『
観
心
論
』
の
作
者
は
普
寂
・
義
福
な
ど
の
神
秀
門
下
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
本
稿
で

は
、
伊
吹
論
文
に
基
い
て
、
神
秀
の
思
想
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
門
下
（
普
寂
・
義
福
）
が
整
理
し
た
北
宗
禅
の
綱
要
書
と
し
て
、
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『
観
心
論
』
を
扱
う
こ
と
に
す
る
。

（
２
６
）
『
全
唐
文
』
巻
二
三
一
。

（
２
７
）
『
旧
唐
書
』
一
九
一
。
普
寂
が
洛
陽
の
敬
愛
寺
に
居
住
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
大
照
禅
師
塔
銘
」
（
『
全
唐
文
』
巻

二
六
二
）
に
、
「
開
元
十
三
年
、
恩
詔
。
屈
二

於
敬
愛
寺
一

宴
坐
。
（
開
元
十
三
年
、
恩
詔
あ
り
。
敬
愛
寺
に
屈
し
て
宴
坐
す
）
」

と
あ
る
。

（
２
８
）
西
口
芳
男
「
敦
煌
写
本
七
種
対
照
『
観
心
論
』
」（
『
禅
学
研
究
』
七
四
、
一
九
九
六
年
）
参
照
。

（
２
９
）
鈴
木
大
拙
『
校
刊
少
室
逸
書
解
説
附
録
』
（
安
宅
仏
教
文
庫
、
一
九
三
六
年
）
、
椎
名
宏
雄
「
諸
本
対
校
『
達
磨
大

師
三
論
』
」
（
『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
八
、
一
九
七
七
年
）
を
参
照
し
た
。

（
３
０
）
観
心
（
座
禅
）
に
基
い
て
三
毒
を
適
切
に
対
治
す
る
と
い
う
行
法
は
、
智
顗
（
五
三
八
～
五
九
七
）
の
『
法
華
三
昧

懺
儀
』
「
第
十
明
二

座
禅
、
実
相
正
観
方
法
一

（
第
十
に
座
禅
も
て
、
実
相
を
正
観
す
る
の
方
法
を
明
か
す
）
」
（
大
正
四
六
・
九

五
四
頁
中
）
に
も
確
認
で
き
る
。
但
し
、
「
三
毒
」
に
つ
い
て
、
智
顗
の
『
次
第
禅
門
』
巻
二
（
大
正
四
六
・
四
八
六
頁
上
）

で
は
、
無
明
・
貪
愛
・
瞋
恚
と
す
る
か
ら
、
必
ず
し
も
貪
・
瞋
・
癡
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
智
顗
の
法
華
懺
法
に
つ
い
て
、

小
林
正
美
『
六
朝
仏
教
思
想
の
研
究
』
（
創
文
社
、
一
九
九
三
年
、
三
四
一
頁
～
三
四
七
頁
）
参
照
。

（
３
１
）
第
六
問
答
の
末
尾
（
Ｐ
２
４
６
０
）
に
、
「
六
趣
輪
廻
之
苦
、
自
然
消
滅
、
能
離
二

諸
苦
一

、
即
名
二

解
脱
一

。
（
六
趣

輪
廻
の
苦
、
自
然
に
消
滅
し
、
能
く
諸
苦
を
離
る
を
、
即
ち
解
脱
と
名
づ
く
）
」
と
あ
る
の
を
受
け
て
の
質
問
で
あ
る
。
ま
た
、

第
六
問
答
（
Ｐ
２
４
６
０
）
で
は
、
三
毒
と
六
趣
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
三
毒
の
軽
重
と
い
う
観
点
か
ら
、
三
軽
趣
（
貪
⋧
天

趣
、
瞋
⋧
人
趣
、
癡
⋧
阿
修
羅
趣
）
と
、
三
重
趣
（
貪
⋧
地
獄
趣
、
瞋
⋧
餓
鬼
趣
、
癡
⋧
畜
生
趣
）
と
に
区
分
す
る
。
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（
３
２
）
Ｐ
２
４
６
０
の
「
此
三
毒
心
」
は
、
龍
谷
大
学
所
蔵
本
で
は
、
「
由
二

此
三
毒
心
一

」
（
鈴
木
大
拙
『
校
刊
少
室
逸
書

解
説
附
録
』
、
安
宅
仏
教
文
庫
、
一
九
三
六
年
、
一
九
四
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
三
毒
心
と
悪
念
の
関
係
（
註
３
３
）
を
考
慮

し
て
、
本
稿
で
は
「
こ
の
三
毒
心
も
て
」
と
訓
読
し
た
。

（
３
３
）
三
毒
心
か
ら
派
生
し
て
、
一
切
の
煩
悩
（
悪
念
）
が
生
じ
る
と
い
う
主
張
は
、
『
観
心
論
』
の
第
四
問
答
（
Ｐ
２
４

６
０
）
に
、
「
答
曰
、
無
明
之
心
、
雖
レ

有
下

八
万
四
千
煩
悩
・
情
欲
、
如
二

恒
沙
一

衆
悪
、
無
量
無
辺
上

、
取
レ

要
言
レ

之
、
皆
因
二

三
毒
一

以
為
二

根
本
一

。
其
三
毒
者
、
即
貪
・
瞋
・
癡
也
。
此
毒
心
自
能
具
二

足
一
切
諸
悪
一

、
猶
如
下

大
樹
根
雖
二

是
一
一

、
生
所
枝

所

生

葉
、
其
数
無
量
上

。
（
答
え
て
曰
く
、
無
明
の
心
に
、
八
万
四
千
の
煩
悩
・
情
欲
、
恒
沙
の
如
き
衆
悪
、
無
量
無
辺
な
る
こ
と

有
り
と
雖
も
、
要
を
取
て
之
を
言
わ
ば
、
皆
、
三
毒
に
因
り
て
以
て
根
本
と
為
す
。
其
れ
三
毒
と
は
、
即
ち
貪
・
瞋
・
癡
な
り
。

此
の
毒
心
は
自
ら
能
く
一
切
の
諸
悪
を
具
足
す
る
こ
と
、
猶
、
大
樹
の
根
は
是
れ
一
な
り
と
雖
も
、
生
ず
る
所
の
枝
葉
は
、
其

の
数
無
量
な
る
が
如
し
）」
と
確
認
で
き
る
。

（
３
４
）
Ｐ
２
４
６
０
の
「
於
二

一
一
心
中
一

」
と
「
於
二

一
一
中
念
一

」
は
、
『
観
心
論
』
の
異
本
（
Ｓ
２
５
９
５
、
Ｐ
４
６
４

６
）
に
よ
れ
ば
、
「
於
二

一
念
中
一

」
と
「
一
念
中
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
「
一
念
」
は
、
行
者
の
「
刹
那
心
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
以
下
に
、
該
当
箇
所
を
示
す
。
Ｓ
２
５
９
５
に
は
、
「
答
曰
、
仏
所
説
言
二

三
大
阿
僧
祇
劫
一

者
、
即
三
毒
心

也
。
胡
言
二

阿
僧
祇
一

、
漢
言
二

不
可
数
一

。
此
三
毒
心
、
於
二

一
念
中
一

、
皆
為
二

一
劫
一

。
恒
河
沙
者
、
不
可
数
也
。
（
答
え
て
曰

く
、
仏
の
所
説
に
三
大
阿
僧
祇
劫
と
言
う
は
、
即
ち
三
毒
心
な
り
。
胡
に
は
阿
僧
祇
と
言
い
、
漢
に
は
不
可
数
と
言
う
。
此
の

三
毒
心
も
て
、
一
念
の
中
に
於
い
て
、
皆
、
一
劫
と
為
れ
ば
な
り
。
恒
河
沙
と
は
、
不
可
数
な
り
）
」
と
あ
り
、
三
大
阿
僧
祇

劫
と
三
毒
心
を
直
結
し
た
上
で
、
「
一
念
」
に
言
及
す
る
。
ま
た
、
Ｐ
４
６
４
６
で
は
、
「
答
曰
、
仏
説
三
世
阿
僧
祇
劫
者
、
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漢
言
二

不
可
数
一

。
此
三
毒
心
、
於
二

一
念
中
一

、
恒
河
沙
衆
悪
、
一
念
中
皆
為
二

一
劫
一

。
恒
河
沙
者
、
不
可
数
也
。
（
答
え
て
曰

く
、
仏
説
の
三
世
阿
僧
祇
劫
と
は
、
漢
に
は
不
可
数
と
言
う
。
此
の
三
毒
心
も
て
、
一
念
の
中
に
於
い
て
、
恒
河
沙
の
衆
悪
あ

り
て
、
一
念
の
中
皆
、
一
劫
と
為
れ
ば
な
り
。
恒
河
沙
と
は
、
不
可
数
な
り
）
」
と
あ
り
、
行
者
に
お
け
る
「
一
念
」
（
刹
那

心
）
の
中
に
、
「
恒
河
沙
」
（
不
可
数
、
ガ
ン
ジ
ス
川
の
砂
の
数
ほ
ど
）
の
衆
悪
が
存
在
す
る
こ
と
を
「
一
劫
」
と
表
現
す
る
。

（
３
５
）
『
観
心
論
』
の
第
三
問
答
（
Ｐ
４
６
４
６
）
に
は
、
「
云
何
為
レ

二
。
一
者
浄
心
、
二
者
染
心
。
其
浄
心
者
、
即
是
無

漏
真
如
之
心
。
其
染
心
者
、
即
是
有
漏
無
明
之
心
。
二
種
之
心
、
法
爾
自
然
、
本
来
倶
有
。
（
云
何
が
二
と
為
す
や
。
一
に
は

浄
心
、
二
に
は
染
心
な
り
。
其
れ
浄
心
と
は
、
即
ち
是
れ
無
漏
真
如
の
心
な
り
。
其
れ
染
心
と
は
、
即
ち
是
れ
有
漏
無
明
の
心

な
り
。
二
種
の
心
は
、
法
爾
自
然
に
し
て
、
本
来
倶
有
な
り
）」
と
あ
り
、
行
者
の
心
中
に
は
、
浄
心
（
無
漏
真
如
の
心
）
と
、

染
心
（
有
漏
無
明
の
心
）
と
が
本
来
的
に
備
わ
る
と
す
る
。

（
３
６
）
註
（
３
３
）
参
照
。

（
３
７
）
「
毒
悪
の
念
を
超
え
る
」
と
い
う
表
現
が
や
や
難
解
で
あ
る
た
め
、
註
（
３
１
）
に
引
用
し
た
第
六
問
答
の
解
脱
に

関
す
る
記
述
を
根
拠
に
「
諸
苦
を
離
れ
る
」
と
い
う
言
葉
を
補
っ
た
。

（
３
８
）
七
一
五
年
頃
に
成
立
し
た
浄
覚
撰
『
楞
伽
師
資
記
』
（
柳
田
聖
山
『
禅
の
語
録
２

初
期
の
禅
宗
史
Ⅰ
』
、
筑
摩
書

房
、
一
九
七
一
年
、
三
二
〇
頁
）
に
は
、
普
寂
・
敬
賢
・
義
福
・
恵
福
に
つ
い
て
、
「
諸
師
等
奉
二

事
大
師
一

、
十
有
余
年
、
豁

然
自
証
、
禅
珠
独
照
。
（
諸
師
等
が
大
師
に
奉
事
す
る
こ
と
、
十
有
余
年
、
豁
然
と
し
て
自
証
し
、
禅
珠
は
独
り
照
す
）
」
と

あ
り
、
彼
ら
は
神
秀
に
十
数
年
間
、
奉
事
し
て
悟
り
を
獲
得
し
た
と
い
う
。
従
っ
て
、
個
人
差
は
あ
る
に
せ
よ
、
禅
師
が
悟
り

を
獲
得
す
る
の
に
必
要
な
期
間
は
、
十
数
年
間
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
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（
３
９
）
大
正
九
・
七
頁
上
。

（
４
０
）
例
え
ば
、
伊
吹
敦
「
墓
誌
銘
に
見
る
初
期
の
禅
宗
（
下
）
」
（
『
東
洋
学
研
究
』
四
六
、
二
〇
〇
九
年
）
が
紹
介
す
る
、

「
大
唐
故
李
府
君
夫
人
厳
氏
墓
誌
銘
并
序
」
（
『
芒
洛
冢
墓
遺
文
三
編
』
）
に
は
、
「
夫
人
深
悟
二

因
縁
一

、
将
レ

求
二

解
脱
一

、
頓
味

二

禅
寂
一

、
克
知
二

泡
幻
一

、
数
年
間
滅
二

一
切
煩
悩
一

。
故
大
照
和
上
摩
頂
受
記
、
号
二

真
如
海
一

。
（
夫
人
は
深
く
因
縁
を
悟
り
て
、

将
に
解
脱
を
求
め
ん
と
し
、
頓
に
禅
寂
を
味
わ
い
て
、
克
く
泡
幻
を
知
り
、
数
年
間
に
一
切
の
煩
悩
を
滅
す
。
故
に
大
照
和
上

よ

は
摩
頂
受
記
し
て
、
真
如
海
と
号
す
）
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
照
和
上
（
普
寂
）
は
、
李
府
君
夫
人
に
摩
頂
受
記
し
て
、

真
如
海
と
命
名
し
た
と
い
う
。

（
４
１
）
大
正
五
〇
・
一
九
六
頁
中
。
『
摩
訶
止
観
』
巻
六
下
（
大
正
四
六
・
八
三
頁
上
）
に
は
、
「
始
自
二

初
品
一

終
至
二

初
住

一

、
一
生
可
レ

修
、
一
生
可
レ

証
。
（
始
め
初
品
よ
り
終
り
初
住
に
至
る
ま
で
、
一
生
に
修
す
べ
し
、
一
生
に
証
す
べ
し
）
」
と
あ

る
。
従
っ
て
、
智
顗
は
、
行
者
が
一
生
に
初
住
位
（
解
脱
）
を
獲
得
す
る
可
能
性
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
『
隋
天
台
智
者

大
師
別
伝
』
の
発
言
か
ら
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
、
智
顗
は
、
行
者
が
一
生
に
初
住
位
を
獲
得
す
る
こ
と
を
殊
更
に
強
調
し
て
は

い
な
い
。

（
４
２
）
北
宗
禅
（
初
期
禅
宗
）
に
お
け
る
「
行
者
の
速
疾
成
仏
」
は
、
三
つ
の
段
階
に
区
分
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
「
①
行

者
が
十
数
年
間
と
い
う
短
い
期
間
、
観
心
な
ど
の
禅
定
を
実
践
し
て
次
第
に
智
慧
を
完
成
す
る
、
②
禅
定
と
智
慧
が
整
っ
た
瞬

間
（
定
慧
等
）
に
お
い
て
、
行
者
が
頓
に
悟
り
を
獲
得
す
る
、
③
行
者
は
日
常
生
活
に
お
い
て
常
に
定
慧
等
で
あ
り
、
獲
得
し

た
悟
り
を
維
持
で
き
る
」
と
い
う
三
つ
の
段
階
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
北
宗
禅
（
初
期
禅
宗
）
が
最
終
目
的
と
し
た

の
は
③
の
段
階
で
あ
り
、
①
と
②
の
段
階
は
あ
く
ま
で
も
手
段
と
い
う
点
で
あ
る
。
因
み
に
、
『
大
日
経
義
釈
』
巻
一
（
続
天
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全
、
密
教
１
・
三
〇
頁
下
）
で
は
、
「
①
行
者
が
一
生
な
ど
の
短
い
時
間
で
②
頓
に
悟
る
」
と
い
う
意
味
で
「
頓
悟
」
と
い
う

用
語
を
使
用
す
る
。
尚
、
荷
沢
神
会
（
六
八
四
～
七
五
八
）
の
頓
悟
は
、
「
行
者
の
速
疾
成
仏
」
の
三
段
階
の
う
ち
、
③
の
段

階
の
み
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
神
会
の
頓
悟
と
い
う
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
北
宗
禅
（
初
期
禅
宗
）
に
お
け
る

「
行
者
の
速
疾
成
仏
」
は
、
観
心
な
ど
の
禅
定
（
①
の
段
階
）
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
悟
り
の
獲
得
（
②
の
段
階
）
と
い
う
次
第

的
な
時
間
の
経
過
を
必
要
と
す
る
の
で
、
漸
悟
と
看
做
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
歴
史
的
事
実
と
し
て
、
神
会
は
頓
悟
（
③
の
段

階
）
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
①
と
②
の
段
階
を
重
視
す
る
北
宗
禅
を
漸
悟
で
あ
る
と
非
難
し
た
。
し
か
し
、
両
京
（
洛
陽
・
長

安
）
に
お
い
て
、
在
家
を
対
象
と
し
て
布
教
活
動
を
行
っ
た
北
宗
禅
か
ら
す
れ
ば
、
最
終
目
的
は
③
の
段
階
で
あ
る
に
せ
よ
、

①
と
②
の
段
階
を
蔑
ろ
に
で
き
な
い
の
は
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
、
伊
吹
敦
「
敦
煌
本
『
壇
経
』
の
形
成
⋧

⋧
恵
能
の
原
思
想
と
神
会
派
の
展
開
⋧
⋧
」
（
『
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』
四
、
一
九
九
五
年
、
一
二
六
頁
～
一
三
〇

頁
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
神
会
に
し
て
も
何
ら
か
の
修
行
を
実
践
（
①
の
段
階
）
し
て
、
悟
り
を
獲
得
（
②
の
段
階
）
し
な

け
れ
ば
、
頓
悟
（
③
の
段
階
）
を
実
現
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
３
）
猪
崎
直
道
「
『
禅
門
経
』
考
」
（
『
駒
沢
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
三
一
、
一
九
九
八
年
、
四
二
頁
）
参
照
。

（
４
４
）
伊
吹
敦
「
「
戒
律
」
か
ら
「
清
規
」
へ
⋧
⋧
北
宗
禅
の
禅
律
一
致
と
そ
の
克
服
と
し
て
の
清
規
の
誕
生
⋧
⋧
」
（
『
日

本
仏
教
学
会
年
報
』
七
四
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
４
５
）
大
久
保
良
峻
『
最
澄
の
思
想
と
天
台
密
教
』
（
法
藏
館
、
二
〇
一
五
年
、
一
六
七
頁
～
一
七
一
頁
）
参
照
。

（
４
６
）
『
大
日
経
』
巻
一
（
大
正
一
八
・
一
頁
下
）
に
は
、
「
虚
空
相
是
菩
提
。
無
二

知
解
者
一

、
亦
無
二

開
暁
一

。
何
以
故
。

菩
提
無
相
故
。
（
虚
空
相
は
是
れ
菩
提
な
り
。
知
解
の
者

無
く
、
亦
、
開
暁

無
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
菩
提
は
無
相
な
る
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が
故
に
）
」
と
あ
り
、
菩
提
心
を
虚
空
相
・
無
相
と
説
明
す
る
。
ま
た
、
『
大
日
経
』
巻
一
（
大
正
一
八
・
一
頁
下
）
で
は
、

菩
提
心
を
「
非
レ

見
非
二

顕
現
一

（
見
に
非
ら
ず
顕
現
に
非
ら
ず
）
」
と
表
現
す
る
箇
所
が
あ
り
、
こ
の
経
文
に
つ
い
て
、
『
大
日

経
義
釈
』
巻
一
（
続
天
全
、
密
教
１
・
二
八
頁
上
）
で
は
、「
非
見
非
顕
現
者
、
如
二

有
人
言
一

、
一
切
衆
生
本
有
二

仏
知
見
性
一

。

但
無
明
翳
膜
除
時
、
自
能
見
レ

理
。
或
有
人
言
、
如
レ

是
常
理
非
レ

可
二

造
作
一

。
但
無
明
翳
蓋
雲
霧
除
時
、
日
輪
自
見
。
皆
以
二

世

諦
一

言
レ

之
耳
。
若
浄
菩
提
心
是
可
見
・
可
現
之
法
、
即
為
二

有
相
一

。
凡
有
相
者
、
皆
［
是
］
虚
妄
。
云
何
能
見
二

無
上
菩
提
一

。

（
非
見
非
顕
現
と
は
、
有
人
の
言
う
が
如
く
、
一
切
の
衆
生
は
本
と
よ
り
仏
知
見
の
性

有
り
。
但
、
無
明
の
翳
膜
が

除

る
時
、

の
ぞ
こ

自

ら
能
く
理
を
見
る
、
と
。
或
は
有
人
の
言
く
、
是
の
如
き
常
理
は
造
作
す
べ
き
に
非
ら
ず
。
但
、
無
明
翳
蓋
の
雲
霧
が
除

み
ず
か

る
時
、
日
輪
が

自

ら

見

る
、
と
。
皆
、
世
諦
を
以
て
之
を
言
う
の
み
。
若
し
浄
菩
提
心
是
れ
可
見
・
可
現
の
法
な
ら
ば
、

お
の
ず
か

あ
ら
わ

即
ち
有
相

為
り
。
凡
そ
有
相
な
る
者
は
、
皆
、
虚
妄
な
り
。
云
何
が
能
く
無
上
菩
提
を
見
ん
や
）
」
と
註
釈
す
る
。
こ
こ
で

の
主
眼
は
、
北
宗
禅
（
初
期
禅
宗
）
の
思
想
が
『
大
日
経
』
の
「
非
レ

見
非
二

顕
現
一

」
と
い
う
経
文
に
反
す
る
立
場
で
あ
り
、

世
俗
諦
・
有
相
の
観
点
に
過
ぎ
な
い
と
批
判
す
る
こ
と
に
あ
る
。「
有
人
」
の
一
人
目
は
、
無
明
が
除
か
れ
た
時
、
行
者
が

自
み
ず
か

ら
自
己
の
本
来
性
を
見
る
と
い
う
立
場
で
あ
り
、
二
人
目
は
、
無
明
が
除
か
れ
た
時
、
自
己
の
本
来
性
が

自

ら

見

る
（
顕

み

お
の
ず
か

あ
ら
わ

現
す
る
）
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
二
人
目
の
主
張
は
、
北
宗
禅
（
初
期
禅
宗
）
で
重
視
さ
れ
た
『
十
地
経
』
の
文
を
踏
ま
え
て

の
も
の
で
あ
り
、
『
観
心
論
』
の
第
三
問
答
（
Ｐ
２
４
６
０
）
に
も
、
「
十
地
経
云
、
衆
生
身
中
有
二

金
剛
仏
性
一

、
猶
如
二

日
輪

一

。
体
明
円
満
、
広
大
無
辺
。
只
為
二

五
陰
重
雲
所
一
レ

覆
、
如
二

瓶
内
灯
光
不
一
レ

能
二

顕
了
一

。
（
十
地
経
に
云
く
、
衆
生
の
身
中

に
金
剛
仏
性

有
る
こ
と
、
猶
、
日
輪
の
如
し
。
体
明
円
満
に
し
て
、
広
大
無
辺
な
り
。
只
、
五
陰
の
重
雲
の
覆
う
所
と
為
る

こ
と
、
瓶
内
の
灯
光
が
顕
了
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
が
如
し
、
と
）
」
と
確
認
で
き
る
。
但
し
、
現
存
す
る
『
十
地
経
』
に
は
典
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拠
を
見
出
だ
せ
な
い
。
一
方
、
『
大
日
経
義
釈
』
巻
一
で
は
、
菩
提
心
を
無
相
と
す
る
観
点
か
ら
、
「
心
実
相
者
、
即
是
無
相

菩
提
。
（
心
の
実
相
と
は
、
即
ち
是
れ
無
相
菩
提
な
り
）
」
（
続
天
全
、
密
教
１
・
二
五
頁
下
）
や
、
「
又
復
従
二

衆
縁
一

生
故
、

即
空
即
仮
即
中
。
遠
二

離
一
切
戯
論
一

、
至
二

於
本
不
生
際
一

。
本
不
生
際
者
、
即
是
自
性
清
浄
心
。
（
又
復
、
衆
縁

従
り
生
ず

る
が
故
に
、
即
空
即
仮
即
中
な
り
。
一
切
戯
論
を
遠
離
し
て
、
本
不
生
際
に
至
る
。
本
不
生
際
と
は
、
即
ち
是
れ
自
性
清
浄
心

な
り
）
」
（
続
天
全
、
密
教
１
・
二
九
頁
下
）
と
す
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
註
（
２
５
）
の
伊
藤
論
文
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
初
期
禅
宗
文
献
で
は
、
基
本
的
に
心
を
本
来
清
浄
、
す
な
わ
ち
無
相
と
捉
え
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
初
期

禅
宗
の
心
に
関
す
る
考
え
方
は
、『
大
日
経
義
釈
』
と
軌
を
一
に
す
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
註
（
３
５
）
に
引
用
し
た
よ
う
に
、

『
観
心
論
』
は
染
浄
の
二
心
説
に
立
脚
す
る
の
で
あ
り
、
染
浄
の
二
心
を
有
相
と
見
做
し
て
い
る
。
な
ぜ
『
観
心
論
』
が
染
浄

の
二
心
説
に
立
脚
す
る
の
か
と
言
え
ば
、
『
観
心
論
』
は
綱
要
書
と
い
う
文
献
的
な
性
格
上
、
観
心
に
基
い
て
染
心
（
有
漏
無

明
の
心
）
を
除
き
、
浄
心
（
無
漏
真
如
の
心
）
を
獲
得
す
る
と
い
う
一
連
の
修
行
過
程
を
重
視
す
る
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
註

（
２
５
）
の
伊
吹
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
初
期
禅
宗
文
献
の
思
想
と
、
『
観
心
論
』
の
そ
れ
と
が
一
見
、
矛
盾
す
る
か
に

思
え
る
の
は
、
史
書
（
初
期
禅
宗
文
献
）
と
綱
要
書
（
『
観
心
論
』
）
と
い
う
文
献
の
性
格
の
相
違
に
起
因
す
る
の
で
あ
り
、

矛
盾
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
『
観
心
論
』
は
在
家
を
対
象
に
し
た
綱
要
書
で
あ
る
の
で
、
染
心
を
除
く
た
め
の
修
行
（
世
諦
・

有
相
）
を
重
視
す
る
が
、
行
者
が
修
行
を
完
成
す
れ
ば
浄
心
を
獲
得
（
真
諦
・
無
相
）
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
初
期
禅
宗

文
献
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
『
大
日
経
義
釈
』
か
ら
見
れ
ば
、
『
観
心
論
』
に
依
拠
し
て
布
教
活
動
を
行

っ
た
北
宗
禅
の
人
師
は
、
染
心
を
除
く
た
め
の
修
行
（
世
諦
・
有
相
）
に
偏
っ
た
立
場
に
他
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
『
大
日
経

義
釈
』
の
批
判
対
象
は
、
初
期
禅
宗
の
中
で
も
、
特
に
『
観
心
論
』
に
基
い
て
両
京
（
洛
陽
・
長
安
）
で
布
教
し
た
北
宗
禅
の
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人
師
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

後
記

※
本
稿
は
、
平
成
二
十
七
年
十
一
月
七
日
の
第
五
七
回
天
台
宗
教
学
大
会
で
、
「
『
大
日
経
義
釈
』
の
劫
（kalpa

）
に
関
す
る

理
解
の
形
成
⋧
⋧
『
観
心
論
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
⋧
⋧
」
と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た
資
料
に
基
づ
く
。

※
平
成
二
十
七
年
度
の
早
稲
田
大
学
・
東
洋
哲
学
特
殊
問
題
３
・
４
、
東
洋
大
学
・
伊
吹
敦
教
授
の
講
義
に
お
い
て
、
北
宗
禅

の
『
観
心
論
』
（
Ｐ
４
６
４
６
）
を
読
解
し
て
頂
い
た
。
そ
の
際
、
行
者
の
速
疾
成
仏
に
つ
い
て
、
『
大
日
経
義
釈
』
と
『
観

心
論
』
と
が
思
想
的
な
類
似
性
を
持
つ
こ
と
に
気
づ
い
た
。
本
来
、
大
学
院
の
講
義
に
基
い
て
、
学
術
的
な
論
文
を
作
成
す
る

こ
と
は
自
重
す
べ
き
で
あ
る
が
、
伊
吹
先
生
か
ら
の
慫
慂
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
形
で
講
義
の
成
果
を
公
表
さ
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
っ
た
。
講
義
で
は
『
観
心
論
』
の
文
献
的
性
格
や
、
北
宗
禅
の
思
想
に
つ
い
て
、
伊
吹
先
生
か
ら
丁
寧
な
解
説
を
賜
っ
た
。

こ
こ
に
記
し
て
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。


